
編 集 後 記
第 19号から本誌の編集スタッフに加わった私は、20号・21号で記事を執筆した。しかし 21号の発刊直後に英国に渡った。便利なもので 1年弱の滞英中も、
インターネット経由で編集プロセスを眺めていた。「帰国したら、23 号は編集会議に顔を出すのがせいぜいだな、24 号から復帰しよう」と思いつつ…。とこ
ろが帰国して 10 日ほどで、米国総領事館（11 ページ）の取材に通訳として同行し、大した役には立たなかったものの電光石火の復帰となった。総領事館 1
階で厳重なボディーチェックを受けながら思い出したのは、21 号の取材である。大阪高裁のなかにある書店にお邪魔するため、裁判所の入り口でボディーチ
ェックを受けた。もはや、本誌の取材といえばボディーチェックだ。こうなれば、毒を食らわば皿までも。読者のみなさん、北区内で金属探知機を見掛けたら
教えてください！次号以降で直ちに取材に参ります！でもじつは、意外と多くて厄介だったりして…。とにかく、情報お待ちしています！（愛）JR 大阪駅中央口、大丸梅田店の入り口付近に 2.9m×22.6m のどでかいレリーフが設置されているのをご存じか？　『曽根崎心中』のお初と徳兵衛や大阪城が真んなかに刻まれており、両サイドには左からサ

ンクトペテルブルク、メルボルン、上海、サンフランシスコ、サンパウロ、ミラノなどを象徴するモチーフが刻まれている。メルボルンならカンガルー、サンフランシスコならゴールデンゲートブリッジ。これらの
都市は大阪市と姉妹・友好都市提携を結んでいる都市で、このレリーフはまさに多国籍な大阪・キタを象徴するものなのだ。ところが、韓国の慰安婦像設置をめぐってサンフランシスコと姉妹・友好都市提携
を解消したもんだから、タイトルプレート「世界にひらく大阪」が外され、なんやよう分からん作品になっている。まあしかし、上の人らの仲違いは勝手にしてもらって、民や草は仲良うしましょ。多国籍なキタ♪

https://tsuhimabu.com/
バックナンバー読めるよ！

つひまぶ
web

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebook ページ「つひまぶ」までご連絡ください。
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　 ビストロ・ザ・虎月堂
　 （南アフリカ）
西天満 4-12-10-101

　 デスティネ
　 （モロッコ）
堂山町 5-14

　 ル・マラケシュ
　 （モロッコ）
大淀中 1-17-7

　 七つの丘～Seven Hills
　 （アラブ）
西天満 5-16-3-B1F

　 RUDY’ S CLUB
　 （イスラエル）
梅田 1-1-3 大阪駅前第 3ビルB2F

　 大阪ハラルムガル 堂島店
　 （パキスタン）
堂島 1 堂島地下街 9号

　 シナソス
　 （トルコ）
堂山町 16-12-2F

　 アイランドフィールド
　 （インド・ハイチ・エジプト）
天神橋 6-5-11-2F

　 サクラ パダウ
　 （ミャンマー）
西天満 6-3-5

　 バグース
　 （インドネシア）
中津 1-9-11-1F

　 マレーシアボレ    
　 （マレーシア）
大淀南 1-4-20-1F

　 マラッカ
　 （東南アジア全般）
黒崎町 5-14

　 カオヤム堂
　 （東南アジア全般）
本庄西 1-5-11

　 フロッグス
　 （東南アジア全般）
梅田 1-11-4 大阪駅前第 4ビルB1F

　 NARI 屋
　 （アジア多国籍）
兎我野町 10-6-1F

　 think 食堂
　 （アジア多国籍）
中津 3-10-4-1F

　 アジアン天国
　 （アジア多国籍）
堂島 2-2-34-1F

　 bills 大阪
　 （オーストラリア）
梅田 3-1-3 LUCUA1100 7F

　 モスクワ プリュス シェミ OSAKA
 （ロシア・ウクライナ・ジョージア）
梅田 1-3-1 大阪駅前第 1ビルB1F

　 ドルフィンズ 梅田店
　 （ベルギー）
芝田 1-5-2-1F

　 スモーブローキッチン 中之島
　 （デンマーク）
中之島 1-2-10 中之島図書館 2F

　 アマ・ルール
　 （スペイン・バスク）
堂島 2-1-16-1F

　 Ragga Ragga
　 （ジャマイカ）
曾根崎新地 1-1-40-3F 

　 SOULWOOD
　 （ジャマイカ）
中崎 1-9-3-2F

　 バルバッコア 梅田店
　 （ブラジル）
梅田 2-2-22 ハービス PLAZA ENT 5F

　 食堂 N.A.
　 （多国籍）
浪花町 10-1

　 ちゃぶ台バル ８※
　 （無国籍）
大淀南 1-2-5

ただし、フレンチとかイタリアンとか中華とかメジャーな国の料理は除外

　 在大阪インドネシア共和国総領事館
中之島 6-2-40 中之島インテス 22F
　 在大阪カンボディア王国名誉領事館
茶屋町 12-6 エスパシオン梅田ビル 9F
　 在大阪ミクロネシア連邦名誉総領事館
天神橋 2 北 1-2 関西経理専門学校内
　 在大阪カザフスタン共和国名誉領事館
堂島浜 1-2-1 新ダイビル 31F

　 在大阪イタリア総領事館
中之島 2-3-18 中之島フェスティバルタワー 17F
　 在大阪スペイン国名誉領事館
堂島浜 2-1-40 サントリーホールディングス（株）内
　 在大阪デンマーク王国名誉領事館
堂島浜 2-1-40 サントリーホールディングス（株）内
　 大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館
大淀中 1-1-88 梅田スカイビル・タワーイースト 35F

　 在大阪オマーン国名誉領事館
梅田 3-1-3 伊藤忠商事（株）内

　 在大阪ラトビア共和国名誉領事館
梅田 3-3-5 大和ハウス工業（株）内 

　 在大阪フィンランド名誉領事館
芝田 1-16-1 阪急電鉄（株）内
　 在大阪ベルギー王国名誉領事館
梅田 1-13-1 大阪梅田ツインタワーズ・サウス 34F
　 在大阪スイス領事館
堂島 1-1-5　関電不動産梅田新道ビル 1F

　 在大阪・神戸米国総領事館
西天満 2-11-5 米国総領事館ビル

商都・大阪の北区にあるのは大使館ではなく領事館ばかり名誉領事館もたくさんあるよ

北区の外国料理レストラン北北北北区区区区のののの外外外外国国国国料料料料理理理理レレレレスススストトトトラララランンンン
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　 在大阪メキシコ合衆国名誉領事館
大淀中 1-1-88 梅田スカイビル・タワーイースト 23F
O
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キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。
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タキな籍国多

　 UMEDA CHAUTARI
　 （ネパール・インド）
太融寺町 2-17-B1F

インド料理店、タイ料理店、
メキシコ料理店も、店舗数が
多いため除外。
特に昨今のタコスブームに
伴って、北区でもタコス専門
店が増加中！



旅する映画作家リム・カーワイが描く
中崎町が舞台の映画『カム・アンド・ゴー』

じつは難民支援もおこなっている
『Salon de AManTo 天人』

地域の活動に積極的に参加する
学校法人山口学園の学生たち

大阪を中心に活動を続けている中華系マレーシア人リ
ム・カーワイが、大阪３部作の最終章として発表した
のが本作。中崎町を舞台にした在日外国人の群像劇だ。
登場人物は9カ国・地域に及ぶ。出張で来阪したマレー
シア人のビジネスマン、ベトナム人の技能実習生、専
門学校に通いながらスーパーで働くミャンマー人の留
学生、日本の AV マニアの台湾人、ネパール人の難民、
ひと旗揚げに来た韓国人のおねーちゃんたち、その女

衒、AV 監督、ウチ
ナンチュー。さま
ざまな言語と背景
を持つ人たちが中
崎町で行き交い、
交わり、すれ違っ
ていく。まさに、
カム・アンド・ゴー。
浮かび上がってく
るのは、今の日本
が抱えるさまざま
な現実。今一瞬の
中崎町を切り取っ
た映画。

中崎町にて古民家を改装した店の先駆けとも言える
『Salon de AManTo 天人（あまんと）』はさまざまな
人が集まるコミュニティ・サロンだが、そのさまざま
な人のなかには、じつは難民（難民申請中）の人もいる。
天人の JUN さんが代表を務める『日本ネオ難民カフェ
ネットワーク』では、日本の現状、日本に来て困って
いる難民の方々の情報や支援方法など一緒に考えるた
めの情報交換や交流会を開催している。毎月 1 回、第
3火曜日の 19:00 から、天人にて難民カフェを開催し、
NGO 団体や弁護士などの支援団体と当事者が集まり、
情報交換をおこなっている。

中崎町一帯にキャンパスを構える学校法人山口学園で
は、専門学校としては全国でも珍しい『ECC社会貢献・
国際交流センター』のセクションを学園内に設けてい
る。その活動は、中崎町の清掃活動から地域のお祭り
や大阪開催の国際マラソンなどへの運営参加をはじめ、
福祉関係のものまでさまざま。学生たちは、センター
を通じて多彩な活動にボランティアとして参加してい
る。もちろん留学生たちも多数参加！　これらの取り
組みは地域や社会と学園のあいだにつながりを生み、
地域にとって、同学園は今では欠かせない存在となっ
ている。
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あ
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０
０
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ョ
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０
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流
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取
り
残
さ
れ
た
よ

う
な
錯
覚
に
陥
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
も
梅
田
に

負
け
ず
劣
ら
ず
の
観
光
客
に
人
気
の
エ
リ
ア
だ
。

人
気
の
秘
密
は
、
古
い
木
造
住
宅
を
リ
ノ
ベ
し

た
カ
フ
ェ
や
古
着
店
、
雑
貨
店
が
無
数
に
あ
り
、

新
し
い
感
覚
と
懐
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９
９
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９
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９
９
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０
０
１
年
（
平
成
13

年
）
に
は
舞
踏
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催
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催
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０
０
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公
募
に
応
募
し
た
学
生
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
の

地
域
行
事
の
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
か
か
わ

り
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
／
地
域
貢
献
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。
な
か
で
も
済

美
カ
ー
ニ
バ
ル
や
中
崎
町
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

に
は
、
準
備
段
階
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
２
０

２
２
年
（
令
和
４
年
）
度
実
績
で
年
間
約
46
活

動
、
約
５
８
０
人
が
参
加
。
そ
の
な
か
に
は
留

学
生
も
た
く
さ
ん
い
て
、
近
年
だ
と
、
台
湾
、

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

の
留
学
生
ら
が
数
多
く
地
域
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。
留
学
生
た
ち
は
、
ま
っ
た
く
物
お
じ
す

る
こ
と
な
く
活
動
に
飛
び
込
み
、
地
域
の
人
た

ち
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ロ
ン
と
し
て
も
機
能
し
て

い
る
古
民
家
改
装
カ
フ
ェ
の
先
駆
け
『Salon 

de A
M
anTo

天
人
』
に
は
今
日
も
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
る

が
、
そ
の
な
か
に
は
難
民
（
難
民
申
請
中
）
の

人
た
ち
が
い
る
。
天
人
で
は
、
２
０
０
２
年

（
平
成
14
年
）、
行
き
場
所
の
な
い
ネ
パ
ー
ル
か

ら
の
難
民
に
宿
泊
で
き
る
場
所
を
緊
急
に
提
供

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、『
日
本
ネ
オ
難
民
カ

フ
ェ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
設
立
し
、
難
民
の
生

活
支
援
を
続
け
て
い
る
。
生
活
支
援
と
は
、
宿

泊
す
る
場
所
を
含
め
て
生
活
の
す
べ
て
を
支
援

す
る
と
い
う
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
支
援
だ
。
大

阪
で
は
こ
こ
で
し
か
や
っ
て
い
な
い
。

「
難
民
と
偽
っ
て
外
国
人
を
不
法
入
国
さ
せ
、
タ

ダ
働
き
さ
せ
て
い
る
と
噂
を
流
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、
あ
る
と
き
中
崎
町
で
ボ
ヤ

が
あ
り
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
い
た
難
民
た
ち
が

気
付
い
て
い
ち
早
く
消
火
活
動
に
当
た
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
域

の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
り
、
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
代
表
の
Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ

ん
は
話
す
。

中
崎
町
に
は
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
暮
ら
す
一

角
も
あ
り
、
彼
ら
を
支
援
す
る
た
め
に
関
心
の

あ
る
人
々
が
集
ま
り
、
定
期
的
に
情
報
交
換
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

中
崎
町
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
こ
の
地
で
生

ま
れ
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
か
ら
見
て
異
物
と

も
思
え
る
外
部
か
ら
や
っ
て
来
た
若
い
人
た
ち

や
外
国
人
た
ち
を
、
紆
余
曲
折
あ
り
な
が
ら
も
、

結
局
は
懐
深
く
に
迎
え
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
う
。
じ
つ
は
在
日
コ
リ
ア
ン
や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
た
ち
も
多
い
。
民
俗
学
上
の
概
念

で
は
、
こ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
人
た
ち
の
こ

と
を
「
マ
レ
ビ
ト
（
客
人
）」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の

ま
ち
の
人
た
ち
は
、
マ
レ
ビ
ト
を
迎
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
ち
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
結
果
、

ま
ち
は
活
性
化
し
て
き
た
。
現
在
、
中
崎
町
に

は
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
が
生

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
以
前
か
ら
、
こ
の
ま
ち
の
そ
こ

か
し
こ
に
マ
レ
ビ
ト
が
い
た
の
だ
っ
た
。（
終
）

Scene 1
元来、マレビトが
たくさんいたまち

レトロなまち並みと新しい感覚がマッチして、

今や世界中から観光客が訪れる人気スポット

の中崎町（中崎町という地名はないが、俗称

として）。かつては空き家の目立つ停滞気味の

まちだったが、若いショップオーナーやアー

ティストたちがこのまちで自己実現をはじめ

たのをきっかけに、現在のような大人気スポッ

トになっていった。しかし、実際にはそれだ

けではなく、じつは外国人もこのまちの活性

化の片翼を担っていたことは、意外に知られ

ていない。外国人がたくさんいるのも、じつ

は今にはじまったことではない。若いよそ者

から外国人まで、このまちにはそこかしこに

まちを活性化させる「マレビト」がいたのだっ

た。

中崎町のもう 1 つの顔

多 国 籍 ＆ 無 国 籍 の キ タ
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Scene 2
20世紀末、
バブルに踊った
ツワモノどもが
見た夢は

若い観光客が国内外から訪れ、ＳＮＳを通じ

て世界中に知られるようになった現在の「オ

シャレ・スポット中崎町」。現在のその姿か

らは想像もできないが、20 世紀末、日本社会

がバブルに踊ったころ、「戦後最大のフィク

サー」や「闇社会の帝王」と呼ばれたバブル

時代の主役の１人・許永中がここに巨大な邸

宅を構え、コリアンタウン建設を夢想してい

た。今となっては知る人は少なく痕跡も残っ

ていないが、そんな時代があったのだ。

か
つ
て
バ
ブ
ル
紳
士
た
ち
が
踊
っ
た
時
代
が
あ
っ
た

大阪メトロ中崎町駅から北へ歩くとすぐの
ところに境内が三角形の浄方寺があり、さ
らに北上するとすぐに四つ辻がある。その
辻の南東角に、1990 年代のころ、かつて
不動尊を祀る神社があったことを知ってい
る人は、今はもう少ない。
かつて『ひがし茶屋町西向不動尊』と彫ら
れた碑があり、立派な石灯籠が林立するな
かに、矜羯羅（こんがら）童子と制吒迦（せ
いたか）童子の 2 童子を従えた不動明王が

鎮座していた。玉垣には、イトマン事件関
係者やバブル時代の素性の怪しい方々の名
前が多数彫られており、一見して、普通で
はない。宗教的な神々しさよりも、なんだ
か不自然にお金が掛かっていそう（逆に不
自然にお金が掛かっていなさそうなところ
もあった） …、という神社で、不動明王を
信仰していた許永中が建てたものと言われ
ている。「ひがし茶屋町」と名付けられて
いたのだけれども、このあたりは茶屋町で
はないし、東茶屋町という地名も存在しな
い。
このお不動さんは、イトマン事件で許永中
が逮捕された前後に路地を挟んですぐ西側
に移転され、その後さらに移転、最終的に
は赤穂方面の方に引き取られたようだが、
詳しいことは分からない。
来歴も、どこかの宗教法人から買い取った
ものだとか、魂入れも魂抜きもしていない
のではないかとか、不確かな話ばかりが錯
綜し、本当のところは杳として知れない。
それほど多くの記録が残っているわけでは
ないのだ。
20世紀末、銭カネをめぐって右往左往した
ツワモノどものダンスを、このお不動さん
はどんな思いで見つめていたのだろうか？

かつて存在した『ひがし茶屋町西向不動尊』

『大阪韓国文化院』は韓国文化のカルチャーセンター？

外観正面の最上階あたりに「韓国民
団大阪府本部」と大きな字が掲げら
れているので、なんとなく入りにく
い雰囲気はあるのだけれども、入っ
てしまえば、ごく一般的な小規模博
物館＆カルチャーセンターといった
趣。
入り口には東アジア国際交流の祭り
『四天王寺ワッソ』に登場する舟だん
じりのミニチュアが展示されており、
文化施設の香りがする。
韓国の伝統的な文化芸術だけでなく、
韓流映画やドラマ、K ポップに K ダ
ンスなどの最新文化コンテンツまで、
折々に展示されるジャンルは幅広い。
生活用具の展示もあり、特に韓服は
チマチョゴリ（女性用）、パジチョゴ
リ（男性用）、セクトンチョゴリ（子
ども用）が冠帽から靴まで一式揃っ
ており、実際に着ることができる。
また、毎年 4 月～12 月には体験型文
化講座「K-CULTURE アカデミー」
が開催され、ポジャギ講座、韓国伝
統弦楽器のカヤグム講座、伝統歌唱
のパンソリ講座、テコンドー講座な
ど、さまざまな韓国文化を学ぶこと
ができる。図書室が備えられており、
日韓の歴史や在日コリアンなどに関
する書籍が充実している。

B 面 の 中崎町物語

文
・
写
真
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

多 国 籍 ＆ 無 国 籍 の キ タ

今

や

世

界

中

か

ら

観

光

客

が

訪

れ

る

人

気

ス

ポ

ッ

ト

中崎西のおしゃれゾーンの１本東にあ
る『大阪韓国文化院』。

李朝箪笥のような民具が展示されてい
る。

チョゴリを着ることもできる。

た
と
い
う
わ
け
や
」。

そ
こ
か
ら
許
永
中
と
の
付
き
合
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

「
当
時
、
同
級
生
が
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
お
店
が

あ
っ
て
、
そ
の
お
店
を
応
援
す
る
意
味
も
あ
っ

て
、
同
級
生
ら
で
月
に
１
回
は
そ
の
お
店
に

通
っ
て
た
。
許
永
中
も
１
度
連
れ
て
行
っ
た
こ

と
が
あ
っ
て
ね
。
す
る
と
あ
る
日
、
店
に
ド
ン

ペ
リ
が
６
本
届
い
た
。
同
級
生
グ
ル
ー
プ
に
飲

ん
で
も
ら
お
う
と
、
許
永
中
の
計
ら
い
や
っ
た

ん
や
ね
。
よ
く
行
く
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も
、
い
つ

の
間
に
か
彼
が
買
い
取
っ
て
、
以
後
、
僕
た
ち

は
無
料
で
プ
レ
ー
し
て
た
」。

こ
ん
な
話
が
次
か
ら
次
へ
と
語
ら
れ
、
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。

「
と
に
か
く
豪
快
や
っ
た
け
ど
、
同
時
に
と
て
も

義
理
堅
い
男
や
っ
た
よ
」。
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

許
永
中
（
き
ょ
・
え
い
ち
ゅ
う
）
は
、
１
９
４

７
年
（
昭
和
22
年
）、
中
津
の
ス
ラ
ム
街
に
生
ま

れ
た
在
日
韓
国
人
実
業
家
で
、
政
財
界
か
ら
ヤ

ク
ザ
社
会
に
ま
で
幅
広
く
人
脈
を
持
っ
た
フ
ィ

ク
サ
ー
だ
。
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
に
戦

後
最
大
の
経
済
事
件
と
言
わ
れ
る
「
イ
ト
マ
ン

事
件
」、
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）「
石
橋
産

業
事
件
」
で
逮
捕
さ
れ
、
保
釈
中
に
ソ
ウ
ル
で

失
踪
す
る
も
東
京
都
内
で
身
柄
拘
束
、
そ
の
後

は
母
国
の
韓
国
で
服
役
、
現
在
も
韓
国
で
暮
ら

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
戦
後
最
大
の

フ
ィ
ク
サ
ー
」
と
も
「
闇
社
会
の
帝
王
」
と
も

呼
ば
れ
た
が
、
戦
後
の
在
日
韓
国
人
と
し
て
の

悲
哀
を
全
身
に
詰
め
込
ん
だ
人
物
で
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
彼
が
華
々
し
く
活
躍
し
て
い
た
時
期
、

彼
は
中
崎
町
に
住
み
、
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
の
建

設
を
構
想
し
て
い
た
。

か
つ
て
中
崎
町
で
防
犯
活
動
に
従
事
し
て
い
た

方
が
、
高
校
時
代
、
許
永
中
と
同
級
生
だ
っ
た

と
の
こ
と
。

「
高
校
時
代
は
そ
ん
な
に
目
立
っ
た
生
徒
で
は
な

か
っ
た
よ
。
み
ん
な
、
永
中
！
永
中
！
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
」。

「
再
会
し
た
の
は
50
歳
の
と
き
。
中
崎
町
で
車
を

運
転
し
て
い
た
ら
、
後
ろ
か
ら
ベ
ン
ツ
が
近
付

い
て
き
て
、
コ
ワ
モ
テ
の
お
っ
さ
ん
が
車
か
ら

出
て
き
て
、
拉
致
ら
れ
た
（
笑
）　
高
校
時
代
か

ら
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
っ
て
い
た
け
ど
、
僕
の

顔
を
覚
え
て
い
て
、
車
越
し
に
見
付
け
て
く
れ

う
が
、
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
豪
快
な
見
た

目
と
は
裏
腹
に
さ
び
し
が
り
屋
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
え
て
く
る
。

「
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、
私
の
父
が
町
会
長
を
し

て
い
た
と
き
に
、
許
永
中
が
や
っ
て
来
た
」
と
、

か
つ
て
許
永
中
の
邸
宅
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
の
町

会
長
が
話
し
て
く
れ
た
。

「
今
の
毎
日
放
送
あ
た
り
か
ら
中
崎
町
に
か
け
て

の
一
帯
に
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
を
つ
く
り
た
い
と

や
っ
て
来
て
、
片
っ
端
か
ら
地
上
げ
を
や
っ
て

い
た
よ
。
立
ち
退
い
た
り
し
な
い
と
言
っ
て
い

た
中
華
料
理
店
も
、
大
金
を
積
ま
れ
て
立
ち
退

い
た
。
極
真
会
館
が
建
っ
て
い
た
場
所
は
、

元
々
は
銭
湯
、
理
髪
店
、
牛
乳
屋
さ
ん
、
そ
し

て
長
屋
。
当
時
の
地
上
げ
や
か
ら
、
荒
っ
ぽ

か
っ
た
よ
」。

そ
う
、
中
崎
町
に
は
、「
迎
賓
館
」
と
呼
ば
れ
た

要
塞
の
よ
う
な
許
永
中
の
ビ
ル
が
あ
り
、
極
真

会
館
の
道
場
が
入
っ
て
い
た
。
許
永
中
の
大
邸

宅
も
そ
の
隣
に
あ
っ
た
。
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
に

ベ
ン
ツ
が
４
台
、
そ
し
て
極
真
空
手
の
使
い
手

が
約
10
人
、
い
つ
も
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
と
し
て

許
永
中
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
た
。
正
月
と

も
な
る
と
、
巨
大
な
タ
イ
が
運
び
込
ま
れ
た
そ

う
だ
。
近
隣
に
は
警
察
官
も
し
ば
し
ば
様
子
を

見
に
来
た
し
、
テ
レ
ビ
の
取
材
も
よ
く
来
た
。

「（
今
で
も
営
業
し
て
い
る
）
近
く
の
理
髪
店
で

よ
く
散
髪
し
て
た
よ
。
散
髪
が
終
わ
る
と
、

ス
ッ
と
１
万
円
札
を
出
し
て
ね
。
印
象
は
例
の

黒
縁
メ
ガ
ネ
の
ま
ん
ま
だ
け
ど
、
偉
ぶ
る
か
ん

じ
は
な
く
て
、
普
通
に
話
せ
る
人
や
っ
た
ね
。

た
だ
、
常
に
取
り
巻
き
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
が

い
た
の
で
、
威
圧
感
が
す
ご
か
っ
た
な
」。

そ
の
取
り
巻
き
も
、
許
永
中
が
逮
捕
さ
れ
る
と
、

住
ん
で
い
た
「
迎
賓
館
」
の
所
有
権
が
別
の
人

物
に
移
り
、
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
揉
め
て
い

た
。
そ
れ
ま
で
地
上
げ
で
立
ち
退
か
せ
て
い
た

連
中
が
、
今
度
は
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
側
に

ま
わ
っ
た
わ
け
だ
。
因
果
応
報
と
言
う
べ
き
か
。

そ
の
「
迎
賓
館
」
に
は
今
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
ち
、
当
時
の
面
影
は
か
け
ら
も
な
い
。

お
聞
き
し
た
話
が
エ
グ
過
ぎ
て
書
け
な
い
こ
と

も
多
い
が
、
と
に
か
く
戦
後
経
済
界
の
闇
を
一

身
に
背
負
い
、
金
で
横
っ
面
を
叩
く
よ
う
な
地

上
げ
を
繰
り
返
し
、
金
で
動
か
ぬ
人
に
は
非
合

法
な
手
段
を
用
い
て
立
ち
退
か
せ
、
こ
の
ま
ち

に
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
の
建
設
を
夢
想
し
つ
つ
、

帝
王
の
よ
う
に
過
ご
し
た
。
し
か
し
そ
の
帝
王

は
義
理
堅
く
、
さ
び
し
が
り
屋
で
も
あ
り
、
心

根
が
優
し
い
人
物
で
も
あ
る
と
い
う
１
面
も

持
っ
て
い
た
。

中
津
の
ス
ラ
ム
街
で
生
ま
れ
育
っ
た
許
は
、
自

ら
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
「
レ
ー
ル
の
な
い

真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
。

日
本
人
社
会
で
成
り
上
が
ろ
う
と
し
た
在
日
韓

国
人
２
世
に
と
っ
て
、
生
き
る
た
め
の
道
し
る

べ
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
な
暗
闇
を
手
探
り
で
進
み
、
よ
う
や

く
抜
け
出
せ
た
と
思
っ
た
の
が
、
バ
ブ
ル
景
気

と
い
う
幻
の
繁
栄
だ
っ
た
。
し
か
し
、
華
や
か

な
世
界
に
た
ど
り
着
い
た
と
思
っ
た
そ
の
先
に

は
、
足
を
着
け
る
場
所
は
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
は
元
々
い
ろ
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
。

民
族
や
身
分
な
ど
で
は
な
く
、
人
物
だ
け
を
見

て
付
き
合
い
を
す
る
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
」。

先
述
の
町
会
長
が
語
る
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
な

マ
イ
ン
ド
が
こ
の
ま
ち
に
は
あ
る
。
許
永
中
が

こ
こ
に
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
建
設
を
夢
想
し
た
の

も
、
案
外
、
こ
の
ま
ち
の
そ
ん
な
気
質
を
感
じ

取
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
、
今
、
多
く

の
若
者
を
引
き
付
け
て
い
る
こ
の
ま
ち
の
姿
を

見
て
、
思
う
の
だ
っ
た
。（
終
）

大阪韓国文化院
中崎 2-4-2-4F
TEL.06 - 6292 - 8760
https://www.k-culture.jp/
月～金／ 10:00 ～ 18:00
土／ 10:00 ～ 17:00
休館日／日・祝、年末年始、韓国の一
部の祝日（3/1・8/15・10/3・10/9）
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旧町名とレアな外国レストランが交錯する
ワンダーゾーン・西天満 文／秋山暁子

Scene 3多 国 籍 ＆ 無 国 籍 の キ タ

西 天 満 の レ ア な 外 国 レ ス ト ラ ン

私的
極

西 天 満 一 丁 目 か ら 六 丁 目 　 　 　 ガ イ ド ブ ッ ク

要所要所に旧町名継承碑があります要所要所に旧町名継承碑があります

樽屋町

天
満
は
、
太
閤
さ
ん
の
時
代
に
大
坂
城
下
の
整

備
と
同
時
進
行
で
寺
内
町
と
し
て
開
発
が
は
じ

ま
っ
た
ま
ち
。
大
坂
城
の
西
に
形
成
さ
れ
た
北

組
・
南
組
と
と
も
に
、
旧
淀
川
（
大
川
）
の
北

側
に
天
満
組
と
し
て
大
坂
三
郷
を
形
成
し
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
天
満
青
物
市
場
は
も
ち
ろ
ん
、

生
魚
商
や
塩
干
魚
商
、
造
り
酒
屋
を
は
じ
め
酒

造
り
に
関
連
す
る
職
人
、
さ
ら
に
は
各
藩
蔵
屋

敷
な
ど
も
あ
り
、
隆
盛
を
誇
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
天
満
の
な
か
ほ
ど
、
太
閤
さ
ん
が
開
削

し
た
天
満
堀
川
の
西
側
は
「
西
天
満
」
と
呼
ば

れ
、
１
８
３
２
年
（
天
保
３
年
）
に
刷
ら
れ
た

地
図
『
浪
華
名
所
獨
案
内
』
に
も
、
し
っ
か
り

「
西
天
満
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
禄
時
代
（
１
６
８
８
年
〜
１
７
０
４
年
）
の

水
帳
（
検
地
帳
）
に
よ
る
と
、
天
満
堀
川
か
ら

西
堂
島
ま
で
に
18
の
町
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）
の
大
阪
市
制
施
行

以
降
、
幾
度
も
の
町
名
改
編
を
経
て
、
１
９
７

８
年
（
昭
和
53
年
）
以
降
は
西
天
満
一
〜
六
丁

目
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
町
名
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
ち
を
丹
念
に
歩
い
て
み
る
と
旧
町
名
の
痕
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
現
代
な
ら
で

は
の
珍
し
い
外
国
料
理
の
飲
食
店
も
見
ら
れ
る

西
天
満
。
過
去
と
現
在
を
行
っ
た
り
来
た
り
し

な
が
ら
、
の
ん
び
り
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
古
美
術
商
が
集
積
す

る
老
松
通
り
、
旧
老
松
町
で
す
。
新
御
堂
筋
沿

い
の
入
り
口
に
は
、「
天
満
宮　
是
ヨ
リ
東
七
丁
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
通
り
は

別
名
「
鳥
居
筋
線
」。
１
㎞
ほ
ど
先
の
大
阪
天
満

宮
へ
向
か
う
表
参
道
と
し
て
栄
え
た
ま
ち
。
大

き
な
松
の
古
木
が
あ
り
、
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半

島
の
新
羅
遠
征
の
帰
り
に
こ
こ
に
船
を
つ
な
い

だ
と
い
う
伝
え
が
町
名
の
由
来
。
通
り
に
面
し

た
コ
ン
ビ
ニ
前
の
植
栽
の
な
か
に
、
老
松
町
一

〜
三
丁
目
の
旧
町
名
継
承
碑
を
見
付
け
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
近
年
整
備
さ
れ
た
堂
島
川
の
護

岸
は
、
若
松
浜
だ
っ
た
な…

。
老
松
通
り
を
途

中
で
南
へ
曲
が
る
と
大
阪
高
等
裁
判
所
が
見
え

ま
す
。
ふ
と
左
前
方
に
目
を
や
る
と
「
ニ
ュ
ー

若
松
ビ
ル
」、
そ
の
向
か
い
に
「
ニ
ュ
ー
真
砂
ビ

ル
」。
じ
つ
は
、
こ
の
道
の
東
が
旧
若
松
町
で
西

が
旧
真
砂
町
で
し
た
。
町
名
は
消
え
て
も
、
ビ

ル
の
名
前
に
し
っ
か
り
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
裁

判
所
北
西
角
に
は
真
砂
町
の
継
承
碑
が
。

若
松
浜
に
は
水
都
大
阪
を
楽
し
め
る
ク
ル
ー
ズ

船
の
船
着
場
が
あ
り
、
若
松
町
の
継
承
碑
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
鉾
流
橋
を
挟
ん
で
東
の
天
満

警
察
署
の
南
側
に
、
突
然
鳥
居
が
出
現
。
こ
こ

は
、
天
神
祭
の
最
初
の
神
事
「
鉾
流
神
事
」
が
お

こ
な
わ
れ
る
場
所
な
の
で
す
。
鳥
居
両
側
の
「
乾

物
商
」
と
刻
ま
れ
た
石
灯
籠
に
、
乾
物
商
組
合

が
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
に
建
立
し
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
東
、
白
壁
の
土
蔵
が

残
る
菅
原
町
は
、
乾
物
問
屋
街
で
し
た
。

西
に
進
む
と
、
再
び
大
阪
高
等
裁
判
所
。
そ
の

敷
地
は
鍋
島
（
佐
賀
）
藩
蔵
屋
敷
跡
で
、
船
入

橋
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
船
入
橋
と
は
、
蔵
屋
敷

に
船
で
荷
物
を
直
接
運
び
入
れ
る
た
め
に
設
け

た
入
堀
に
架
け
ら
れ
た
橋
。
こ
こ
旧
絹
笠
町
に

は
「
堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
」「
大
江
ビ
ル
ヂ
ン
グ
」

と
い
っ
た
大
正
レ
ト
ロ
建
築
が
残
り
ま
す
。
堂

島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
は
御
堂
筋
沿
い
に
建
つ
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
。
昭
和
・
平
成
の
大
改
修
を
経
て
も
な

お
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
醸
し
出
す
重
厚

感
を
ビ
シ
バ
シ
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
１
階

上
部
に
当
た
る
外
壁
に
埋
め
込
ま
れ
た
深
緑
の

四
角
い
プ
レ
ー
ト
に
は
、
銀
杏
と
「
堂
」
の
字

の
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
内
部
は
さ
ら
に

格
好
い
い
の
で
、
近
く
に
寄
る
と
用
が
な
く
て

も
入
り
た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
大
江
ビ
ル
ヂ

ン
グ
は
、
弁
護
士
事
務
所
の
入
居
を
見
越
し
て

建
て
ら
れ
た
の
だ
と
か
。
正
面
玄
関
の
雨
よ
け

を
支
え
る
部
分
の
細
や
か
な
意
匠
や
、
側
面
の

格
子
窓
な
ん
か
も
グ
ッ
と
き
ま
す
。

長
く
な
り
過
ぎ
る
の
で
レ
ト
ロ
建
築
は
こ
れ
く

ら
い
に
し
て
、
東
に
進
む
と
旧
樋
之
上
町
。
１

９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
た

天
満
堀
川
に
は
、
堂
島
川
へ
の
樋
門
が
あ
り
ま

し
た
。
町
名
の
由
来
は
、
そ
こ
か
ら
の
よ
う
で
す
。

天
満
堀
川
跡
に
沿
っ
て
北
上
す
る
と
旧
源
蔵
町
。

継
承
碑
は
、
大
阪
西
天
満
郵
便
局
隣
の
「
イ
ワ

イ
ビ
ル
」
に
ひ
っ
そ
り
と
。
源
蔵
町
に
は
日
本

人
の
手
に
よ
る
初
の
ビ
ー
ル
醸
造
を
お
こ
な
っ

た
渋
谷
庄
三
郎
の
家
が
あ
り
、
綿
問
屋
を
営
み

つ
つ
清
酒
の
醸
造
も
し
て
い
た
と
か
。
そ
う
い

え
ば
こ
の
東
は
旧
樽
屋
町
！

こ
こ
よ
り
北
は
、
道
に
沿
っ
て
南
北
に
旧
町
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
満
堀
川
に
沿
っ
て

続
く
旧
西
堀
川
町
の
継
承
碑
は
国
道
１
号
線
北

側
の
「
ザ
・
セ
ヤ
マ
ビ
ル
」
の
西
に
。
入
居
す

る
勢
山
竹
材
店
は
天
満
堀
川
の
水
運
を
利
用
し

た
竹
材
商
で
１
７
２
２
年
（
享
保
７
年
）
創
業

の
超
老
舗
で
す
。
北
の
端
、
堀
川
戎
神
社
鳥
居

横
の
電
柱
に
「
西
堀
川
北
11
」
の
プ
レ
ー
ト
。

そ
の
西
に
は
、
旧
伊
勢
町
、
旧
富
田
町
、
旧
木

幡
町
と
続
き
ま
す
。
１
６
５
７
年
（
明
暦
３
年
）

の
『
新
板
大
坂
之
図
』
に
「
い
せ
丁
」「
と
ん
た

丁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
大
阪
で
も
古
い
町
名

の
１
つ
の
よ
う
で
す
。
８
２
１
年
（
弘
仁
12
年
）

に
源
融
（
み
な
も
と
の
と
お
る
）
が
伊
勢
神
宮

の
分
霊
を
こ
の
地
域
付
近
の
孤
島
に
勧
進
し
て
、

夕
日
神
明
社
を
創
建
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
伊

勢
町
、
そ
の
御
料
地
の
富
田
町
。
源
融
は
光
源

氏
の
モ
デ
ル
の
１
人
で
、
こ
こ
か
ら
北
西
に
あ

る
「
太
融
寺
」
も
源
融
ゆ
か
り
の
寺
で
す
。
富

田
町
の
継
承
碑
は
国
道
１
号
線
、
西
天
満
東

（
ど
っ
ち
や
（
笑
））
交
差
点
の
南
西
角
に
。
な

お
、
木
幡
町
も
夕
日
神
明
社
に
ち
な
ん
で
い
る

と
西
天
満
小
学
校
横
の
継
承
碑
に
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
。

鉾
流
橋
へ
続
く
裁
判
所
東
線
を
渡
っ
た
先
は
、

旧
梅
ヶ
枝
町
。
西
天
満
交
差
点
の
北
西
角
を
少

し
北
上
し
た
歩
道
脇
に
継
承
碑
が
あ
り
ま
す
。

１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
に
、
現
在
の
太
融

寺
町
に
あ
っ
た
綱
敷
天
神
社
の
御
旅
社
が
梅
塚

の
地
か
ら
梅
ヶ
枝
町
に
移
り
、
数
年
間
鎮
座
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
御
旅
社
は
そ
の
後
、
茶
屋

町
に
移
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
旧
梅
ヶ
枝
町
に
は
、
関
西
テ
レ

ビ
旧
本
社
跡
の
だ
だ
っ
広
い
敷
地
が
、
駐
車
場

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
少
し
西
の
電
柱
に

「
カ
ン
サ
イ
Ｔ
Ｖ
マ
エ
７
」
の
プ
レ
ー
ト
を
見
付

け
た
私
は
、
お
ぉ
！
と
な
っ
た
の
で
し
た
。（
終
）

扉を開けるとフワッとスパイス
の香りに包まれる。ヨルダン人
シェフのつくるアラブ料理。休日
ランチにメインで注文したチキン
ポテトフッハーラは、複雑なハー
ブの香りとホロホロのお肉に思
わず笑みがこぼれてしまう。
シェフはコロナ禍直前に来日。
元々の輸入業を辞め、趣味だっ
た料理を仕事に変えたそう。単
なる趣味からはじまったとは思
えない本格的な料理はもちろ
ん、毎月第４金曜日夜のベリー
ダンスショーも気になります。

ミャンマー料理といえば、それほど
辛くないカレーのヒン、そしてうどん
麺のような麺料理。味付けは濃いけ
どクセがないので日本人の舌に合い
ます。アットホームな居酒屋スタイ
ルで、晩ごはんにヒンだけ食べて帰
るのも、もちろん OK。今日は鴨肉
を使ったベーダーヒンを。鴨肉がゴ
ロゴロ入って、満足感がデカいです。
「ございます」を連発する店主のミ
ミレさんは、来日 37 年目の日本語
が達者な楽しい店主。店内の世界地
図を見ながらミャンマーのことをい
ろいろ教えてくれます。

アラブ料理専門店七つの丘～Seven Hills
西天満 5-16-3 西天満ファイブビル B1F
（火～金）17:00 ～ 22:00
（土日祝）11:30 ～ 14:00/18:00 ～ 22:00

ミャンマー居酒屋 サクラ・パダウ
西天満 6-3-5
17:30 - 21:30　日月休み
※日曜は予約があれば開店

大阪新電車地圖（大和屋・昭和16年頃 発行）大阪新電車地圖（大和屋・昭和16年頃 発行）

西天満西天満

梅ヶ枝町梅ヶ枝町
うめがえ

富田町富田町
とみた

真砂町真砂町
まさご

源蔵町源蔵町
げんぞう

西堀川町西堀川町
にしほりかわ

老松町一～三丁目老松町一～三丁目
おいまつ

若松町若松町
わかまつ

木幡町木幡町
こばた
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盤は木の台のようなものの上に並べら
れている。台の下がくり抜かれている
ものや、鍵盤の下に筒が据えられてい
るものなどがある。叩いた瞬間から鍵
盤の下の空洞で音が響くが、一定の音
量で続かず緩やかに変化する。空洞で
膨らんだ音が青銅製の鍵盤に跳ね返り
新たな音の響きが生まれているような
かんじがした。
10 人以上が同じ数字が書かれた鍵盤を

大阪大学中之島芸術センターでダルマ・
ブダヤのガムラン体験教室『日曜ガム
ラン』に参加した。サイトや YouTube
でライブ映像などを見て予習をして臨
んだが、どのように練習をするのか？
すぐに演奏ができるのか？　など疑問
と不安を抱えての参加だった。
会場に着くと、青銅製打楽器や太鼓が
並べられダルマ・ブダヤのみなさんが
練習をしていた。
「ガムラン」はインドネシアの民族音楽
で 10～20 名で演奏される。なかでも
ジャワ・ガムランは中部ジャワの伝統
文化のなかで育まれ、ゆったりと優雅
に流れるような音が特徴である。元来
宮廷の音楽として発達し現代では王宮
での儀式、割礼式のお祝いや、結婚式・
村祭りなどで演奏される。
大阪大学を拠点に活動するダルマ・ブ
ダヤは、1979 年（昭和 54 年）に結成
された長い伝統を持つ楽団だ。
２時間の体験教室では打楽器の演奏に
トライした。打楽器の鍵盤には数字が
記されており、ホワイトボードに書か
れた数字（楽譜が数字）を見て、同じ
数字の青銅製の鍵盤を木槌で叩く。鍵

叩いているのに音が違うのが不思議だ。
自分で叩いて出した音や前後に座って
叩いている人の音が自分を包み、やが
て参加者全体が包まれているような感
覚になり、とても気持ちが良かった。
「音が降ってくる」と、メンバーの松田
仁美さんがおっしゃったのが印象的
だった。気持ち良さの正体を言い当て
ているようで、その言葉が１番しっく
りくる体験だった。（むしまつ）

中之島で「ガムラン」を体験。想像以上の気持ち良さにびっくり！

SceneScene 4
おかげ様ブラザーズの
サックス奏者からアイ
リッシュ音楽へ。金子
鉄心さんの旅は続く

おかげ様ブラザーズの
サックス奏者からアイ
リッシュ音楽へ。金子
鉄心さんの旅は続く

元「おかげ様ブラザーズ」のサックス奏者にして、

押尾コータローさんとともにアイリッシュ＆ミュ

ゼットバンド「オーサカ・エグザイル」を結成し

た金子鉄心さんは、イーリアン・パイプス（アイ

ルランド式バグパイプ）やティン・ホイッスル、

尺八などの管楽器を用いて、さまざまなジャンル

のアーティストのコンサートやレコーディングの

サポートを手掛けてこられた。現在、ヨーロッパ

の大衆音楽を演奏するバンド「鞴座（ふいござ）」

を主宰、アルバムを５枚発表している。また、

2022 年にはアイルランド民謡を演奏する「みわト

シ鉄心」も結成し、精力的に演奏活動を続けている。

多 国 籍 ＆ 無 国 籍 の キ タ多 国 籍 ＆ 無 国 籍 の キ タ

音
楽
に
急
カ
ー
ブ
を
切
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
？　
ま

ず
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
か
ら
、
鉄
心
さ
ん
に
お

話
を
お
聞
き
し
た
。

「
１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）、
奈
良
の
東
大
寺
で

ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
『
あ
お
に
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
開
催
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
東
大
寺
の
大
仏
開
眼

法
要
の
現
代
版
。
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
や
布
袋
寅
泰

ら
と
と
も
に
、
今
思
え
ば
ス
ー
パ
ー
・
レ
ジ
ェ
ン
ド

な
人
た
ち
で
す
が
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
の
重
鎮
で

あ
る
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
が
出
演
し
て
い
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
バ
ン
ド
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
れ

を
見
て
、
な
ん
じ
ゃ
こ
ら
！
と
。
度
肝
を
抜
か
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
の
な
い

音
楽
で
、
こ
う
い
う
音
楽
が
あ
る
の
か
、
と
。
ま

る
で
異
界
の
人
た
ち
の
よ
う
で
し
た
」。

30
年
近
く
前
の
出
来
事
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

話
す
鉄
心
さ
ん
か
ら
、
そ
の
と
き
に
受
け
た
衝
撃

の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

音
楽
リ
ス
ナ
ー
が
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
気

軽
に
聴
く
の
は
自
然
な
こ
と
だ
け
ど
、
す
で
に
プ

ロ
の
第
一
線
で
バ
リ
バ
リ
や
ら
れ
て
い
る
方
が
新
し

い
音
楽
に
出
合
い
、
衝
撃
を
受
け
る
な
ん
て
こ
と

が
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら
、
話
の
続
き
を
聞

い
た
。

「
お
か
げ
様
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
解
散
し
た
の
が
１
９
９

今
か
ら
13
年
前
の
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
の

こ
と
。
北
区
民
セ
ン
タ
ー
で
北
区
子
ど
も
・
子
育

て
プ
ラ
ザ
が
主
催
す
る
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
『
音

楽
で
世
界
を
旅
し
よ
う
』
が
開
催
さ
れ
、
ス

テ
ィ
ー
ル
パ
ン
（
中
南
米
の
国
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
の
民
族
打
楽
器
。
ド
ラ
ム
缶
か
ら
つ
く
ら

れ
て
い
る
）
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
金
子
鉄
心
さ
ん

が
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
笛
を
次
々
に
吹
く
と

い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
た
。
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
テ
ィ
ン
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
い
た
か
と
思
え

ば
、
次
は
尺
八
と
、
地
域
も
か
た
ち
も
ま
っ
た
く

違
う
管
楽
器
を
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
に
操
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
不
思
議
と
違
和
感
な
く
調
和
し
て
い
て
、

す
げ
ー
！
と
高
揚
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
魅
入
っ

て
い
た
。

そ
ん
な
鉄
心
さ
ん
は
、
じ
つ
は
、
80
年
代
半
ば
に

は
『
人
間
ポ
ン
プ
』
を
ス
マ
ッ
シ
ュ
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た

「
お
か
げ
様
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
と
し

て
、
名
を
知
ら
れ
た
人
で
も
あ
る
。

ざ
っ
く
り
と
経
歴
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

中
高
時
代
は
サ
ッ
ク
ス
、
大
学
で
尺
八
を
。
そ
の

後
、
お
か
げ
様
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
で
は
フ
ァ
ン
ク
や
ロ
ッ

ク
を
演
奏
さ
れ
、
最
初
か
ら
ジ
ャ
ン
ル
も
カ
テ
ゴ

リ
ー
も
な
い
活
動
を
さ
れ
て
き
た
鉄
心
さ
ん
だ
が
、

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
後
も
そ
の
傾
向
は
続
く
。
お

か
げ
様
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
解
散
後
は
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の

押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
さ
ん
と
「
オ
ー
サ
カ
・
エ
グ
ザ

イ
ル
」
を
結
成
し
、
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
（
20
世
紀
初
頭

に
パ
リ
で
生
ま
れ
た
カ
フ
ェ
の
音
楽
）
や
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
音
楽
を
奏
で
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
現
在

は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
民
謡
を
奏
で
る
「
鞴
（
ふ
い
ご
）

座
」、「
み
わ
ト
シ
鉄
心
」
を
活
動
の
拠
点
と
し
、

日
本
で
10
人
く
ら
い
し
か
演
奏
す
る
人
が
い
な
い

と
言
わ
れ
る
イ
ー
リ
ア
ン
・
パ
イ
プ
ス
を
自
在
に

操
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
パ
イ
パ
ー
と
し
て
、
多
く
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
も
共
演
を
果
た
し
て
い
る
。
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
前
も
そ
の
後
も
幾
多
の
ジ
ャ
ン
ル

を
横
断
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
そ
の
も
の
が
世
界
音
楽

紀
行
の
よ
う
な
人
な
の
だ
。

ぜ
ひ
お
会
い
し
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
で
は
な
い

で
す
か
。
恐
る
恐
る
オ
フ
ァ
ー
を
出
す
と
、
ご
快

諾
。
台
風
の
近
付
く
夏
の
昼
下
が
り
、
立
派
な
顎

ひ
げ
を
蓄
え
た
鉄
心
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
だ
っ

た
。

そ
も
そ
も
、
ロ
ッ
ク
や
フ
ァ
ン
ク
の
王
道
エ
ン
タ
メ

路
線
で
ブ
レ
イ
ク
し
た
の
に
、
な
ぜ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

６
年
（
平
成
８
年
）
で
す
。
ロ
ッ
ク
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
だ
と
、
ホ
ー
ン
の
音
と
い
う
の
は
、
埋
も
れ
て

し
ま
い
が
ち
な
ん
で
す
。
最
後
は
そ
の
ス
ト
レ
ス
が

あ
っ
て
、
今
度
は
自
分
の
演
奏
が
ち
ゃ
ん
と
聞
こ

え
る
音
楽
を
（
笑
）
と
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
と
簡
単
に
お
っ
し
ゃ
る
が
、

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
と
い
え
ば
イ
ー
リ
ア
ン
・
パ
イ

プ
ス
。
こ
れ
が
独
特
の
仕
組
み
を
持
っ
た
楽
器
で
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
ど
う
や
っ
て
音
を
鳴
ら
し
て
い

る
の
か
す
ら
も
よ
く
分
か
ら
な
い
、
難
し
そ
う
な

楽
器
だ
。「
パ
イ
プ
」
と
あ
る
の
に
、
口
で
吹
く
の

で
は
な
く
、
皮
袋
（
バ
ッ
グ
）
に
空
気
を
送
り
込

む
た
め
に
肘
に
鞴
（
ふ
い
ご
／
ベ
ロ
）
を
く
く
り

付
け
、
ベ
ロ
を
肘
で
押
し
て
バ
ッ
グ
に
空
気
を
送

る
。

「
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
る
た
め
の
チ
ャ
ン
タ
（
パ
イ
プ
）、

通
奏
音
の
和
音
を
奏
で
る
ド
ロ
ー
ン
、
キ
ー
ボ
ー

ド
の
役
割
を
す
る
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
１
人
３
役
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
が
ら
演

奏
す
る
の
で
、
１
つ
の
楽
器
を
奏
で
て
い
る
と
は

思
え
な
い
重
厚
な
音
に
な
り
ま
す
。
僕
が
イ
ー
リ

ア
ン
・
パ
イ
プ
ス
を
は
じ
め
よ
う
と
思
っ
た
と
き

は
ま
だ
、
日
本
に
は
こ
の
楽
器
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
い
時
代
だ
し
、
ま

ず
ど
う
や
っ
て
楽
器
を
手
に
入
れ
る
の
か
を
調
べ

る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
阪
ミ
ナ
ミ
に
『
マ
ー
フ
ィ
ー
ズ
』
と
い

う
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
パ
ブ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
先
人

に
出
会
い
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し

た
」。

何
度
説
明
を
聞
い
て
も
、
頭
が
こ
ん
が
ら
が
る
よ

う
な
や
や
こ
し
さ
だ
。

「
最
初
に
パ
イ
プ
ス
を
手
に
入
れ
た
の
は
、
２
０
０

３
年
（
平
成
15
年
）。
練
習
用
の
セ
ッ
ト
で
、
鞴

と
バ
ッ
グ
、
チ
ャ
ン
タ
の
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。

イ
ー
リ
ア
ン
・
パ
イ
プ
ス
っ
て
、
職
人
に
オ
ー

ダ
ー
し
て
つ
く
っ
て
も
ら
う
楽
器
で
、
既
製
品
と

い
う
も
の
が
な
い
ん
で
す
」。

「〝
手
に
入
れ
る
の
に
７
年
、
練
習
に
７
年
、
熟
成

さ
せ
る
の
に
７
年
〞と
言
わ
れ
て
い
る
楽
器
で
す
。

と
て
も
不
自
由
な
楽
器
だ
け
ど
、
不
自
由
ゆ
え
に

工
夫
を
重
ね
て
、
い
か
に
お
も
し
ろ
い
演
奏
を
し

て
み
せ
る
か
が
楽
し
い
ん
で
す
」。

楽
器
の
魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
鉄
心
さ
ん
が

そ
う
ま
で
し
て
の
め
り
込
む
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
の

魅
力
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う
か
？　
そ
も
そ
も
、
日

本
か
ら
遠
い
土
地
の
音
楽
だ
。

「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
に
か
ぎ
ら
ず
、
民
族
音
楽
の

良
さ
っ
て
、
倍
音
（
基
音
の
上
に
重
な
る
た
く
さ

ん
の
音
。
音
色
の
個
性
を
つ
く
る
も
の
）
を
大
切

に
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
倍
音
を
カ
ッ
ト

す
る
の
で
は
な
く
、
味
や
匂
い
と
し
て
大
切
に
す

る
。
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
く
さ
さ
と
い
う
か
、
雑

味
と
い
う
か
。
僕
は
そ
う
い
う
倍
音
成
分
の
多
い

音
楽
は
好
き
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
イ
ー
リ
ア
ン
・

パ
イ
プ
ス
の
チ
ャ
ン
タ
と
雅
楽
の
篳
篥
（
ひ
ち
り

き
）
は
ど
ち
ら
も
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
で
演
奏
す
る
し
、

笙
（
し
ょ
う
）
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
の
よ
う
に
和
音

を
奏
で
る
の
で
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
と
邦
楽
器

や
雅
楽
は
似
て
る
ん
で
す
よ
」。

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
と
雅
楽
に
共
通
点
が
あ
る
な

ん
て
考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
大
学
で
尺
八
を
学

ん
で
こ
ら
れ
た
音
楽
家
な
ら
で
は
の
視
点
が
興
味

深
い
。
で
は
、
両
者
の
音
楽
文
化
の
違
い
は
ど
う

だ
ろ
う
か
？

「
日
本
に
は
日
常
に
生
音
の
音
楽
が
な
い
気
が
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、
祭
り
で
囃
子
を
奏
で
る
人
が
、

日
常
的
に
囃
子
を
演
奏
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
も
な
い
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
に
は
音
楽
が

あ
ふ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
生
音
と
な
る
と
、
ハ
レ

と
ケ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
そ
の
点
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
日
常
に
音
楽
が
あ
り
ま
す
。

路
上
や
バ
ー
で
演
奏
し
て
い
る
人
が
と
て
も
多
い
」。

こ
の
夏
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
、
祭
り
や
盆
踊
り

が
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
多
く
、

そ
れ
こ
そ
生
演
奏
を
耳
に
す
る
機
会
は
増
え
た
が
、

た
し
か
に
そ
れ
ら
は
フ
ェ
ス
や
コ
ン
サ
ー
ト
と
お
な

じ
ハ
レ
の
音
楽
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
オ
ー
サ
カ
・
エ
グ
ザ
イ
ル
は
、
結
成
当
初
、
梅
田

の
地
下
の
阪
神
百
貨
店
前
の
広
場
で
演
奏
を
し
て
、

投
げ
銭
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
」。

今
、
キ
タ
で
は
地
上
で
も
地
下
で
も
路
上
で
容
易

に
演
奏
で
き
る
環
境
に
は
な
い
け
れ
ど
も
、
か
つ

て
の
よ
う
に
、
路
上
で
ふ
ら
っ
と
演
奏
で
き
る
よ

う
な
環
境
が
整
っ
た
な
ら
、
ま
た
ひ
と
つ
都
市
の

懐
が
深
く
な
り
、
今
以
上
に
多
く
の
人
を
引
き
付

け
る
都
市
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
鉄
心
さ

ん
の
心
温
ま
る
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
思
う
の
だ
っ

た
。

（
終
）

ダルマ・ブダヤのガムラン・ワークショップ
月に 1回を目指し定期的に休日の午後、中之島の大阪大学中之島芸術センターにて開
催。約２時間のガムラン体験教室は誰でも参加無料。
https://www.facebook.com/DharmaBudayaJapan

イ
ー
リ
ア
ン
・
パ
イ
プ
ス
か
ら
サ
ッ
ク
ス
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
イ
プ
を
操
る
管
楽
器
奏
者
・
金
子
鉄
心
さ
ん
の
最
新
情
報
は

『
金
子
鉄
心
の
パ
イ
パ
ー
な
日
常
』
を
。https://w

w
w
.kanekotessin.com

/
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領
事
館
っ
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
文
・
写
真

西
野
仁

商

都

・

大

阪

キ

タ

に

は

各

国

の

領

事

館

が

た

く

さ

ん

大
阪
の
交
通
の
要
で
あ
る
御
堂
筋
と
新
御
堂
筋

が
合
流
す
る
西
天
満
・
梅
新
南
交
差
点
近
く
の

星
条
旗
が
は
た
め
く
ビ
ル
が
「
在
大
阪
・
神
戸

米
国
総
領
事
館
」
だ
。
現
在
の
総
領
事
は
ジ
ェ

イ
ソ
ン
・Ｒ・
ク
ー
バ
ス
氏
が
務
め
て
い
る
。
総

領
事
館
の
開
設
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
神

戸
メ
リ
ケ
ン
ビ
ル
（
旧
神
戸
郵
船
ビ
ル
）
に
は

領
事
館
開
設
を
記
し
た
銅
製
の
銘
板
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
明
治
初
期
に
は
旧
神
戸
居
留
地
十

五
番
館
に
領
事
館
を
設
置
す
る
な
ど
旧
居
留
地

内
を
移
転
し
た
形
跡
が
残
る
。
そ
の
後
、
神
戸

か
ら
西
天
満
に
移
転
し
駐
大
阪
・
神
戸
米
国
総

領
事
館
と
し
て
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
名
残
で
現
在
の
総
領
事
館
の
名
称
に
「
神
戸
」

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
文
献
や
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る
と
「
在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事

館
」
と
「
駐
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
館
」
の

表
記
が
混
在
し
て
い
る
の
で
総
領
事
館
で
確
認

す
る
と
、
も
と
も
と
「
在
」
と
い
う
の
は
建
物

に
対
し
て
、「
駐
」
と
い
う
の
は
駐
日
大
使
の
よ

う
に
人
に
対
し
て
使
用
す
る
ら
し
い
。
総
領
事

館
に
は
「
大
阪
・
神
戸
」
と
２
地
名
に
ま
た
が

阪
急
大
阪
梅
田
駅
茶
屋
町
口
前
に
あ
る
エ
ス
パ

シ
オ
ン
梅
田
ビ
ル
９
階
に
ビ
ザ
発
給
業
務
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
「
在
大
阪
カ
ン
ボ
デ
ィ

ア
王
国
名
誉
領
事
館
」
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
こ
の
領
事
館
の
名
誉
領
事
を
務
め
る

の
は
山
田
不
動
産
を
含
む
山
田
グ
ル
ー
プ
の
山

田
英
男
会
長
。
御
年
84
歳
の
豪
快
な
御
仁
だ
。

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
９
月
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
外
務
国
際
協
力
省
と
日
本
国
外
務
省
の

推
薦
に
よ
り
山
田
会
長
が
名
誉
領
事
に
任
命
さ

れ
、
翌
２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
４
月
に
梅

田
・
茶
屋
町
に
あ
る
自
社
ビ
ル
内
に
日
本
で
初

め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
名
誉
領
事
館
が
開
設

さ
れ
た
。
表
記
が
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
で
は
な
く

「
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
」
な
の
は
、
現
地
の
発
音
に
近

付
け
た
い
と
い
う
こ
だ
わ
り
が
あ
る
そ
う
だ
。

ビ
ザ
発
給
を
お
こ
な
う
領
事
館
を
民
間
人
が
運

営
す
る
の
は
レ
ア
ケ
ー
ス
で
、
よ
ほ
ど
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
人
物
で
な
い
と

任
せ
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。
名
誉
領
事
を
引
き
受

け
る
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
か
？　
山
田
会

長
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
神
戸
ス

テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
た
と
き
に
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
を
従
業
員
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
カ
ン
ボ
ジ

ア
政
府
の
関
係
者
が
お
店
を
訪
れ
て
、
交
流
を

深
め
る
う
ち
に
、
国
家
再
生
へ
の
助
力
を
請
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

そ
の
後
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
が
世
界
遺
産
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
観
光
立
国
を
目
指
す

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
大
阪
に
領
事
館
の
設
置
を

検
討
す
る
。
そ
ん
な
折
、
政
府
高
官
が
山
田
会

長
の
オ
フ
ィ
ス
を
公
式
訪
問
し
た
際
、
神
戸
や

京
都
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
阪
急
電
車
を
見

て
興
味
を
持
ち
、
領
事
館
設
置
を
打
診
。
そ
れ

を
受
け
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
役
立
て
ば
と

山
田
会
長
が
快
諾
し
た
と
い
う
流
れ
だ
。

「
弊
社
を
訪
問
さ
れ
た
の
は
、
現
カ
ン
ボ
ジ
ア
王

国
首
相
の
フ
ン
・
マ
ネ
ッ
ト
氏
で
す
。
彼
と
は
、

エ
イ
ズ
に
苦
し
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の

た
め
に
一
緒
に
ゴ
ム
園
を
経
営
し
、
コ
ン
ド
ー

ム
を
つ
く
っ
て
い
た
仲
で
す
。
私
が
不
動
産
業

で
培
っ
た
経
験
を
元
に
国
境
地
帯
の
土
地
を
買

い
、
ゴ
ム
園
を
つ
く
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
へ
コ
ン
ド
ー
ム
を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ム
職
人
の
た
め
に
飯
場
も
つ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
も
か
か
わ
り
ま
し
た
。
じ
つ
は
彼
の
お

父
上
の
フ
ン
・
セ
ン
元
首
相
と
は
、
ゴ
ル
フ
を

通
じ
て
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
な
ん
で
す
よ
」。

な
る
ほ
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
か
ら
の
信
頼
が

厚
い
わ
け
だ
。
そ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
と
の
縁

は
23
年
目
と
な
り
名
誉
領
事
館
は
関
西
に
お
け

る
情
報
発
信
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

山
田
会
長
は
「
私
は
自
分
よ
り
弱
い
人
を
泣
か

し
た
こ
と
は
な
い
。
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
関

係
性
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

（
終
）

つ
は
こ
の
Ｓ
Ｕ
Ｏ
内
に
「
在
大
阪
メ
キ
シ

コ
合
衆
国
名
誉
領
事
館
」
が
あ
る
。「
問
い

合
わ
せ
が
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
大
変
で
す
」。

そ
う
答
え
る
の
は
名
誉
領
事
館
ス
タ
ッ
フ

の
三
村
周
子
さ
ん
。
お
２
人
は
メ
キ
シ
コ

人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
日
々
手
を
差
し
伸
べ
、

奮
闘
さ
れ
て
い
る
。

名
誉
領
事
館
の
開
設
は
２
０
０
１
年
（
平

成
13
年
）、
在
大
阪
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
総
領

事
館
閉
鎖
の
際
、
知
己
を
得
て
い
た
Ｓ
Ｕ

Ｏ
を
通
じ
て
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
に
名

誉
領
事
就
任
の
依
頼
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を

受
託
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
翌
２
０

０
２
年
（
平
成
14
年
）
に
Ｓ
Ｕ
Ｏ
内
に
名

誉
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
。
現
在
は
積
水

ハ
ウ
ス
元
副
社
長
の
内
田
隆
氏
が
名
誉
領

事
の
任
に
就
か
れ
て
い
る
。

名
誉
領
事
館
は
１
府
９
県
を
管
轄
し
、
主

な
業
務
は
メ
キ
シ
コ
人
の
保
護
と
文
化
紹

介
や
政
府
関
係
者
の
ア
テ
ン
ド
な
ど
で
、

ビ
ザ
の
発
給
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
サ
ラ
ぺ
（
メ
キ
シ
コ
の
伝
統
的
な
織

物
）
や
ソ
ン
ブ
レ
ロ
（
帽
子
）、
パ
ペ
ル
ピ

カ
ド
（
飾
り
紙
）
と
い
っ
た
メ
キ
シ
コ
所

縁
の
物
品
の
貸
し
出
し
も
お
こ
な
っ
て
い

る
。

メ
キ
シ
コ
総
領
事
館
の
閉
鎖
と
名
誉
領
事

館
の
開
設
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
れ
た

三
村
さ
ん
は
、「
両
領
事
館
で
働
い
て
、
メ

キ
シ
コ
に
関
わ
る
方
の
人
生
の
背
景
が
見

え
て
き
ま
す
。
相
談
業
務
は
人
生
相
談
。

そ
う
思
っ
て
真
摯
に
対
応
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
こ
の
名
誉
領
事
館
は
、
陽
気
な

メ
キ
シ
コ
人
に
と
っ
て
「
困
っ
た
と
き
の

駆
け
込
み
寺
」
な
の
だ
。

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
２
月
６
日
〜

５
月
６
日
に
は
中
之
島
の
国
立
国
際
美
術

館
で
特
別
展
「
古
代
メ
キ
シ
コ
ー
マ
ヤ
、

ア
ス
テ
カ
、
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
」
が
開
催

さ
れ
る
。
み
な
さ
ん
も
メ
キ
シ
コ
文
化
に

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。（
終
）

新
梅
田
シ
テ
ィ
で
メ
キ
シ
コ
と
い
え
ば
、

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
た
メ
キ
シ
コ
文
化
の
フ
ェ
ス

「
フ
ィ
エ
ス
タ
・
メ
ヒ
カ
ー
ナ
大
阪
」
を
思

い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は
？　
「
私
た

ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
」。
そ
う
語
る
の
は
梅
田
ス
カ
イ
ビ

ル
タ
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
23
階
の
積
水
ハ
ウ
ス

梅
田
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
以
下
、

Ｓ
Ｕ
Ｏ
）
総
務
部
長
の
村
上
猛
さ
ん
。
じ

る
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
物
を
示
す
「
在
」

を
使
用
す
る
よ
り
、
総
領
事
と
い
う
人
に
対
し

て
使
う
「
駐
」
が
適
切
だ
と
さ
れ
て
い
た
そ
う

だ
。
た
だ
、
数
年
前
か
ら
は
在
外
公
館
は
す
べ

て
「
在
」
に
統
一
し
て
お
り
、
現
在
の
正
式
名

称
は
「
在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
館
」
と
な

る
。

「
漢
字
は
難
し
い
で
す
ね
（
笑
）」
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
た
の
は
、
渉
外
広
報
部
部
長
の
ア
カ

シ
ュ
・
ス
ー
リ
さ
ん
。
５
カ
国
語
を
操
り
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
２
人
の
子
ど
も
を
こ
よ
な

く
愛
し
、
居
酒
屋
と
い
う
日
本
文
化
を
開
拓
し

て
い
る
米
国
国
務
省
の
外
交
官
だ
。
総
領
事
館

と
大
使
館
に
赴
任
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
ス
ー
リ

さ
ん
に
両
機
関
の
違
い
を
う
か
が
っ
た
。「
い
い

質
問
で
す
ね
。
総
領
事
館
も
大
使
館
も
同
じ
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ワ
ン

チ
ー
ム
で
す
。
総
領
事
館
の
仕
事
は
よ
り
地
域

に
密
着
し
て
お
り
、
私
た
ち
に
は
こ
の
地
域
に

住
む
ア
メ
リ
カ
国
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
総
領
事
館
で
は
17
の

府
県
を
管
轄
し
ま
す
。
総
領
事
館
は
主
に
パ
ス

ポ
ー
ト
と
ビ
ザ
発
給
の
サ
ポ
ー
ト
や
緊
急
時
の

支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
広

報
部
は
女
性
の
地
位
向
上
や
気
候
変
動
な
ど
日

米
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
外
交
も
人
気
が
あ
り
、
学
生
交
流
の
促

進
も
広
報
部
の
仕
事
で
す
。Ｇ
７
や
大
阪
・
関
西

万
博
、
独
立
記
念
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も
携

わ
り
、
各
地
の
リ
ー
ダ
ー
と
会
合
を
持
ち
、
地

元
の
人
々
に
と
っ
て
何
が
重
要
な
の
か
を
理
解

す
る
よ
う
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
」。

ア
メ
リ
カ
政
府
で
は
、
以
前
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー

だ
け
で
は
な
く
国
民
そ
の
も
の
を
巻
き
込
む
施

策
を
重
要
視
し
、
国
民
の
優
先
事
項
や
関
心
事

を
よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
に
は
交
流
の
機
会

が
役
立
つ
と
認
識
し
て
い
た
そ
う
だ
。
ス
ー
リ

さ
ん
は
「
学
生
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
特
別
な

感
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
移
民
の
子

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
外
交
官
と
な
り
、
私
に

と
っ
て
世
界
最
高
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
と
も
呼
べ
る

こ
の
貴
重
な
経
験
を
学
生
た
ち
に
話
し
、
共
有

し
、
交
流
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。
総
領
事
館
は
、
未
来
あ
る

若
者
た
ち
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
そ
ん
な

ス
ー
リ
さ
ん
か
ら
、
北
区
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
る
。

「
北
区
で
電
車
に
乗
る
と
、
湾
を
横
切
る
よ
う
に

水
の
上
を
走
り
、
小
さ
な
川
を
渡
り
、
水
の
都

の
美
し
さ
に
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
緑

も
建
物
も
多
く
、
非
常
に
活
気
に
満
ち
た
成
長

エ
リ
ア
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
総
領

事
館
を
受
け
入
れ
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ぜ
ひ
総
領
事
館
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
私
た
ち
が
開
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」。

ス
ー
リ
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
は
、
日

米
の
懸
け
橋
と
な
り
、
こ
の
北
区
に
大
き
く
架

か
っ
て
い
る
（
終
）

在大阪・神戸米国総領事館のSNS
Instagram：@usconsosakakobe
Facebook：https://www.facebook.com/USConGenOsaka/
X( 旧 Twitter): @USConsOsakaKobe

Scene

5

領
事
館
と
大
使
館
は
ワ
ン
チ
ー
ム

日
米
双
方
の
国
と
国
、
人
と
人
、
商
い
と
商
い
を
つ
な
ぐ

懸
け
橋

多

国

籍

＆

無

国

籍

の

キ

タ

渉
外
広
報
部
部
長
ア
カ
シ
ュ
・
ス
ー
リ
さ
ん

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
館

山
田
英
男
さ
ん

在
大
阪
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
王
国
名
誉
領
事

積水ハウス梅田オペレーション（株）
総務部長 村上猛さん
名誉領事館スタッフ 三村周子さん

在大阪メキシコ合衆国名誉領事館

陽気なメキシカンの
困ったときの駆け込み寺

自
分
よ
り
弱
い
人
を

泣
か
し
た
こ
と
は
な
い
。

日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

関
係
性
も

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
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文
・
写
真
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
新
発
売
さ
れ
た
天
満
の
地

ビ
ー
ル
『
天
満
天
神
え
ー
る
』
で
す
。
僕
が
暮
ら
す

足
元
で
プ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
地
元
の
地
ビ
ー
ル
を

飲
ま
ず
し
て
、
ビ
ー
ル
党
は
名
乗
れ
ま
せ
ん
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
天
神
橋
２
丁
目
に
あ
る
『
天
満

天
神
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
屋
』
に
置
い
て
あ
る
の
だ
と
か
。

ネ
ッ
ト
に
も
情
報
は
出
て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
店
は

地
元
天
満
の
す
ぐ
そ
こ
。
突
撃
し
て
店
主
の
赤
尾
江

里
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
赤

尾
さ
ん
。「
こ
れ
が
『
天
満
天
神
え
ー
る
』
で
す
」
と
、

瓶
を
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
置
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

ず
衝
撃
を
受
け
た
の
が
、
ビ
ー
ル
瓶
の
ラ
ベ
ル
。
真

ん
な
か
に
は
ヒ
ョ
ウ
柄
の
顔
デ
カ
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、

背
景
に
は
天
神
祭
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
お

よ
そ
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
っ
ぽ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
調
べ

て
み
る
と
、
天
満
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
絵
本
作

家
の
長
谷
川
義
史
先
生
の
筆
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

ビ
ー
ル
づ
く
り
の
明
暗
を
分
け
る
の
は
、
用
い
ら
れ

る
水
で
す
。『
天
満
天
神
え
ー
る
』
に
は
、
大
阪
天
満

宮
の
御
神
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
度
は
枯
れ
て

し
ま
っ
た
天
満
の
水
で
す
が
、
そ
れ
を
復
活
さ
せ
た

い
！
と
商
店
街
と
関
西
大
学
が
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
御
神
水
が
復
活
し
た
の
で
す
。
そ

れ
が
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）。『
天
満
天
神
え
ー

る
』
に
は
、
そ
ん
な
天
満
の
水
が
使
わ
れ
て
い
る
ん

で
す
。
ち
な
み
に
ま
ろ
や
か
な
軟
水
。

瓶
を
く
る
っ
と
ま
わ
し
て
裏
向
け
る
と
、
原
材
料
の

欄
に
「
昆
布
」
と
い
う
文
字
を
発
見
。
昆
布
だ
し
の

ビ
ー
ル
を
飲
む
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。
赤
尾
さ

ん
が
「
さ
あ
、
ど
う
ぞ
」
と
開
栓
。
お
借
り
し
た
お

店
の
グ
ラ
ス
に
、
ダ
ー
ク
エ
ー
ル
を
注
ぎ
ま
す
。
上
部

に
浮
か
ぶ
き
め
細
か
い
泡
。
ま
ず
は
１
口
、
喉
で
味

わ
っ
て
み
ま
し
た
。
う
ん
、
ま
ろ
や
か
！
　
あ
と
か
ら

ほ
ん
の
り
苦
み
が
追
い
掛
け
て
き
ま
す
。
軟
水
な
の

で
、
飲
み
口
が
抜
群
。
う
ま
味
を
出
す
た
め
の
昆
布

も
、
主
張
し
過
ぎ
ず
、
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
７
月
23
日
に
、
天
満
天

神
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
屋
で
発
売
が
は
じ
ま
っ
た
『
天
満
天

神
え
ー
る
』。
す
で
に
多
数
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
ん
で

い
る
の
だ
と
か
。
お
つ
ま
み
と
一
緒
に
買
う
お
客
さ

ん
も
い
る
の
で
は
？
と
思
い
、
赤
尾
さ
ん
に
た
ず
ね

て
み
ま
し
た
。「
石
見
食
品
の
『
ヘ
ル
メ
ス
ソ
ー
ス
の

ぬ
れ
や
き
煎
』
を
天
神
え
ー
る
と
一
緒
に
買
わ
は
る

お
客
さ
ん
が
多
い
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ダ
ー
ク
ビ
ー
ル
と
大
阪
の
地
ソ
ー
ス
、
ヘ
ル
メ
ス

ソ
ー
ス
で
味
付
け
さ
れ
た
ぬ
れ
や
き
煎
と
の
相
性
は

ば
っ
ち
り
で
し
ょ
う
。

『
天
満
天
神
え
ー
る
』
を
、
地
ビ
ー
ル
が
大
好
き
な
人

へ
の
手
み
や
げ
に
ど
う
で
す
か
？
　
昆
布
だ
し
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ん
て
か
な
り
レ
ア
で
す
。
お
ば

ち
ゃ
ん
が
描
か
れ
た
ラ
ベ
ル
は
部
屋
に
飾
り
た
く
な

る
か
も
？
　
内
容
量
３
３
０
ml
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
な
の

で
、
か
さ
ば
り
ま
せ
ん
。
天
満
天
神
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
屋

で
は
、
こ
ち
ら
の
ビ
ー
ル
を
７
０
０
円
（
税
込
）
で

販
売
中
で
す
。

ま
た
天
神
橋
３
丁
目
商
店
街
に
あ
る
『
天
満
天
神
飯

店
』
で
は
、
本
格
中
華
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
『
天

満
天
神
え
ー
る
』
を
飲
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
定
休

日
は
毎
週
水
曜
日
と
第
３
木
曜
日
で
す
。（
高
田
豪
）

大
阪
天
満
宮
の
表
大
門
の
す
ぐ
右
手
に
、
境
内
の
巨

大
な
案
内
図
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
80
年
代
テ
イ
ス
ト
の
ポ
ッ
プ
な
イ
ラ
ス
ト

に
よ
っ
て
、
外
国
人
も
含
む
多
様
な
参
拝
客
、
巫
女

さ
ん
、
梅
花
殿
で
式
を
挙
げ
る
新
郎
新
婦
、
境
内
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
々
な
ど
、
通
常
の
地
図
に
は

描
か
れ
な
い
人
間
の
姿
ま
で
も
が
過
剰
な
ほ
ど
に
ギ

ッ
シ
リ
描
か
れ
て
い
る
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し

い
マ
ッ
プ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
案
内
図
は
「
大
阪

天
満
宮
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
た
大
き
な
石
碑
の
裏
側

に
隠
れ
、
石
柱
の
柵
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
私
は
つ
い
最
近
ま
で
そ
の
存
在
に
気
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
は
一
体
い
つ
誰
が
つ
く
っ
た
も
の

な
の
だ
ろ
う
？
と
気
に
な
り
、
天
満
宮
で
禰
宜
を
務

め
て
お
ら
れ
る
柳
野
等
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
の
お
返
事
。
そ
こ
で
、

前
任
の
禰
宜
・
岸
本
政
夫
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
く

と
、
経
緯
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

案
内
図
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
80
年
代
。
１

９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
に
、
地
域
活
性
化
事
業
に

取
り
組
む
伴
ピ
ー
ア
ー
ル
（
株
）
の
元
社
長
・
伴
一

郎
さ
ん
が
、
参
拝
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
案
内
図

制
作
を
発
案
。
境
内
の
清
掃
サ
ー
ビ
ス
を
請
け
負
い
、

『
二
十
日
会
』
と
呼
ば
れ
る
清
掃
奉
仕
会
を
実
施
し
て

い
た
第
一
建
築
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
が
、
そ
の
３
０
０

回
記
念
の
奉
納
品
と
し
て
経
費
を
負
担
し
、
案
内
図

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
伴
さ
ん

は
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
70
年
代
か
ら
80

年
代
に
か
け
て
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
流
行
し
た
デ

フ
ォ
ル
メ
満
載
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
手
法
を
神
社

の
境
内
図
に
用
い
る
の
は
、
当
時
と
し
て
も
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柳
野
さ
ん
が
禰
宜
に
就
任
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
５

年
後
の
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）。
当
時
は
文
字
通

り
境
内
の
「
案
内
図
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
気
に
留
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
さ
ら
に
30
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、
案
内
図
の

存
在
意
義
は
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。「
あ
ら
た
め
て

マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
昔
の
天
満
宮
の
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
御
神
水
舎
や
繁
昌
亭
が
新
た
に
で
き
た

り
し
て
、
あ
れ
か
ら
変
わ
っ
た
部
分
も
少
な
く
な
い

の
で
、
若
い
神
職
に
と
っ
て
は
勉
強
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
逆
に
、
昔
か
ら
天
満
宮
に
親
し
ん
で
お
ら
れ

る
氏
子
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
で
し
ょ
う

ね
」
と
柳
野
さ
ん
。

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
に
は
、
案
内
図
の
横
に

あ
る
随
身
舎
の
改
修
工
事
に
伴
っ
て
、
一
緒
に
柵
で

囲
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も

先
代
宮
司
の
判
断
で
案
内
図
は
撤
去
さ
れ
ず
に
、
今

に
至
り
ま
す
。「
今
で
も
柵
の
外
か
ら
斜
め
に
マ
ッ
プ

を
眺
め
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
て

も
、
あ
ん
ま
り
見
て
も
ら
え
な
い
で
す
よ
ね
。
30
年

以
上
前
の
も
の
な
の
で
、
案
内
図
と
し
て
は
混
乱
を

招
く
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
劣
化
も
し
て
い
る
の
で
、

今
後
撤
去
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
で
も
い
い

マ
ッ
プ
な
の
で
、
４
年
後
に
式
年
大
祭
の
記
念
事
業

と
し
て
改
修
さ
れ
る
宝
物
殿
の
外
側
に
展
示
し
て
、

過
去
の
史
料
と
し
て
活
用
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」。「
正
直
、
今
ま
で
案
内
図
の
こ
と
を
そ
ん

な
に
重
く
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
誰
も
撤
去
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ず
っ
と
同
じ
場
所
に
あ
り
続
け
る
神
社
に
は
、
何
か

を
残
し
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
案
内
図
も
そ
の

１
つ
で
す
ね
」。
柳
野
さ
ん
が
こ
う
語
る
よ
う
に
、
ア

ナ
ロ
グ
の
マ
ッ
プ
は
必
ず
古
く
な
り
ま
す
が
、
だ
か

ら
こ
そ
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
デ
ー

タ
が
更
新
さ
れ
る
と
古
い
も
の
が
見
え
な
く
な
る
デ

ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
と
は
違
っ
て
。（
松
岡
慧
祐
）

大
阪
天
満
宮
表
大
門
脇
に
あ
る

巨
大
イ
ラ
ス
ト
案
内
図

大
阪
天
満
宮
表
大
門
脇
に
あ
る

巨
大
イ
ラ
ス
ト
案
内
図

考
現
學

考
現
學

北
区

マ
ッ
プ

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

天
満
の
水
を
使
っ
た

昆
布
だ
し
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

『
天
満
天
神
え
ー
る
』

天
満
の
水
を
使
っ
た

昆
布
だ
し
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

『
天
満
天
神
え
ー
る
』

キ
タ
のキ

タ
の　

み
や
げ

え

え
も
ん

手

大阪渋谷麦酒
shibutanibrewing.com

【取扱店舗】 
天満天神MAIDO屋
天神橋 2丁目 1-23
営業／ 11:00～18:30
　　　 無休（年末年始休）
※ほか「プロマート天満店」等取扱
　さらに取扱店募集中！
　（天神橋筋商店街地域限定）

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
（
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
）

に
「
祈
祷
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）、
駅
南

側
の
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト
ビ
ル
１
階
、
南
ゲ
ー
ト
広

場
の
西
端
に
開
設
さ
れ
た
。
日
本
語
・
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
の
４
カ
国
語
で
表
記
さ
れ
て

い
る
。

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
３
階
に
あ
る
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
事
前
に
申
し
込
ん
で
利
用

す
る
。
事
前
申
し
込
み
と
言
っ
て
も
、
空
い
て

い
れ
ば
、
直
前
の
申
し
込
み
で
も
利
用
で
き
る
。

利
用
時
以
外
は
施
錠
さ
れ
て
お
り
、
自
由
に
出

入
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
利
用
は
１
組
１

回
に
つ
き
最
長
20
分
。
団
体
で
も
個
人
で
も
利

用
で
き
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
み
な
ら
ず
、
ど

ん
な
宗
派
の
人
で
も
利
用
で
き
る
が
、
利
用
目

的
は
祈
祷
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
飲
食
、
飲
酒
、
喫

煙
や
火
器
の
使
用
、
寝
そ
べ
り
、
携
帯
電
話
の

使
用
等
は
不
可
、
再
入
室
は
で
き
な
い
。

祈
祷
室
は
関
西
国
際
空
港
は
じ
め
い
く
つ
か
の

施
設
に
あ
る
が
、
駅
構
内
に
限
定
す
る
と
、
全

国
で
も
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
だ
け
だ
そ
う
だ
。
万
博
開

催
を
控
え
、
観
光
都
市
と
し
て
の
大
阪
を
感
じ

さ
せ
る
場
面
は
多
々
あ
る
が
、
こ
の
祈
祷
室
ほ

ど
多
国
籍
な
キ
タ
を
実
感
さ
せ
る
場
所
は
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
外
国
人
旅
行
者
の
急
増
に
伴
い
設
置
し
た
も
の

で
、
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
滞
在
促
進

に
つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
大
阪
在
住
の
方
も
利
用

さ
れ
ま
す
。
じ
つ
は
常
連
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
１
日
20
〜
30
名
、
１
カ
月
３
０
０
〜

３
５
０
名
ほ
ど
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
す
」。

大
阪
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
企
画
部
企

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ
清
水
宥
大
さ
ん
が
お
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

祈
祷
室
は
、
男
女
別
々
で
礼
拝
で
き
る
よ
う
に

別
室
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ド
ゥ
ー
（
礼
拝

の
前
に
心
身
を
清
め
る
洗
い
場
）
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。

天
井
を
見
上
げ
る
と
、
方
位
記
号
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
お
り
、
あ
る
方
角
に
は
黒
い
小
さ
な
点

が
記
さ
れ
て
い
る
。
メ
ッ
カ
の
方
角
だ
そ
う
だ
。

床
に
は
絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
「
ウ
ド
ゥ
ー
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が

据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
ま
た
日
本
製
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
使
い
心
地

の
良
さ
に
感
動
し
た
」
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
。

「
祈
祷
室
」
と
名
付
け
ら
れ

て
は
い
る
が
、
特
定
の
宗

教
に
偏
っ
た
施
設
で
は
な

く
、
宗
教
的
な
装
飾
や
演

出
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
質
素
で
無
機

質
な
空
間
だ
が
、
清
浄
な

雰
囲
気
が
保
た
れ
て
お
り
、

襟
を
正
し
た
く
な
る
。　

そ
れ
は
き
っ
と
、
利
用

さ
れ
る
方
々
が
神
聖
な
気
持
ち
で
利
用
す
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。（
終
）

Scene
Scene

6

多

国

籍

＆

無

国

籍

の

キ

タ

多

国

籍

＆

無

国

籍

の

キ

タ

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
祈
祷
室
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日
本
が
大
好
き
。

天
神
祭
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
書
き
手
／
秋
山
暁
子

兵
庫
県
立
大
学
学
長
特
別
補
佐
（
国
際
戦
略
・
広
報
担
当
）

国
際
商
経
学
部
教
授

タ
マ
シ
・
カ
ル
メ
ン
さ
ん

た
そ
う
で
す
。
最
初
は
、
船
上
か
ら
奉
納
花
火

を
見
て
、
食
事
を
し
て
、
と
い
う
一
般
客
と
し

て
の
参
加
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
つ
も
船
渡
御

に
誘
っ
て
く
れ
て
い
た
友
人
が
じ
つ
は
大
阪
天

満
宮
の
総
代
の
親
友
で
、
天
神
祭
を
研
究
し
ま

せ
ん
か
？
と
鳳
講
の
講
元
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）
の
こ
と
で
し
た
。

天
神
祭
は
、
京
都
の
祇
園
祭
や
東
京
の
神
田
祭

と
並
び
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
日
本
三
大
祭
り
の

１
つ
で
す
。
し
か
し
、「
天
神
祭
に
つ
い
て
日
本

語
以
外
の
言
葉
で
研
究
論
文
を
書
こ
う
と
し
て

い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
私
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
」

と
タ
マ
シ
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
祇
園
祭
を
研
究

し
た
海
外
の
文
献
は
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す

が
、
天
神
祭
は
な
い
の
だ
と
か
。

タ
マ
シ
さ
ん
は
、
鳳
講
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
男
ら
し
さ
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
祭
り
と
い
う
と
、
男
尊
女
卑
の
世
界
だ
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
研
究
の
結
果

で
は
、
差
別
と
い
う
よ
り
は
役
割
分
担
だ
と
考

え
ま
す
。
神
輿
を
担
ぐ
の
は
決
ま
っ
て
男
性
の

役
割
で
す
が
、
そ
れ
は
力
の
弱
い
女
性
に
は
難

し
い
だ
け
で
す
」。
鳳
講
で
の
女
性
の
役
割
は
、

着
物
の
着
付
け
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
お

客
さ
ん
、
だ
そ
う
で
す
。
確
か
に
、
祭
り
を
楽

し
む
お
客
さ
ん
も
、
祭
り
の
盛
り
上
が
り
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。「
昔
は
不
平
等
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
今
で
も
続
い
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
」。

祭
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
ど
う
い
う
役

割
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
タ
マ
シ
さ
ん

は
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
地
域
住
民
の
あ

い
だ
に
絆
を
つ
く
り
ま
す
。
大
阪
天
満
宮
を
中

心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
祭
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
的
役
割

を
果
た
す
の
は
、
世
界
共
通
だ
そ
う
。
さ
ら
に
、

「
祭
り
は
お
祓
い
、
つ
ま
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
す
。

終
わ
っ
た
も
の
を
祓
い
、
新
し
い
も
の
に
祈
る

の
で
す
」。

「
日
本
独
特
な
の
は
、
儀
礼
。
儀
礼
に
は
物
語
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
で
す

ね
。
五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り
、
雨
乞
い
の
祭
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
に
物
語
が
あ
り
ま
す
。
天
神

祭
も
日
本
の
古
い
歴
史
の
物
語
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
大
宰
府
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
を
祀
り
、

そ
の
命
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
」。

西
欧
で
は
、
良
い
・
悪
い
が
は
っ
き
り
と
区
別

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
神
は
人
神

で
、
善
悪
の
区
別
が
な
い
の
が
特
徴
と
の
こ
と
。

大
阪
天
満
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
菅
原
道
真
も
、

不
遇
の
死
の
の
ち
に
怨
霊
と
な
り
、
た
た
り
が

起
こ
っ
た
と
恐
れ
ら
れ
て
、
祀
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
霊
を
鎮
め
、
神
と
し
て
祀
れ
ば
、

私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
御
霊
と
な
り
ま
す
。

「
ル
ー
マ
ニ
ア
」
の
語
源
は
「
ロ
ー
マ
帝
国
」
と

言
わ
れ
、
紀
元
後
３
０
０
年
ご
ろ
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
の
国
だ
そ
う
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
が

多
く
、
年
に
１
度
、
教
会
の
聖
人
が
祀
ら
れ
る

大
き
な
祭
り
が
あ
る
の
だ
と
か
。「
そ
の
日
は
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
食
事
を
し
ま
す
ね
」。
善
な
る

聖
人
を
祀
り
、
悪
い
も
の
は
悪
魔
と
し
て
恐
れ

ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
社
会
主
義
国
家
に
な
っ

た
時
代
に
は
宗
教
弾
圧
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

日
で
は
宗
教
的
な
祭
り
も
少
し
復
活
し
て
き
た

よ
う
で
す
。

タ
マ
シ
さ
ん
の
お
住
ま
い
は
中
之
島
。
奈
良
で

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
日
本
で
の
生
活
は
、
箕
面
市

や
堺
市
を
経
て
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

よ
り
現
在
の
中
之
島
に
。
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
ご

主
人
と
も
ど
も
、
大
阪
暮
ら
し
が
気
に
入
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
中
之
島
を
選
ん
だ
の
は
、「
景

色
が
き
れ
い
だ
か
ら
。
暮
ら
し
は
じ
め
て
10
年

以
上
経
っ
た
今
で
も
、
散
歩
の
途
中
に
写
真
を

よ
く
撮
り
ま
す
よ
」
と
タ
マ
シ
さ
ん
。
ル
ー
マ

ニ
ア
が
恋
し
く
な
っ
た
り
は
し
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

「
恋
し
い
と
き
も
あ
る
け
れ
ど
、
時
々
帰
っ
て
い

る
し
、
夫
に
は
、
タ
マ
シ
は
ル
ー
マ
ニ
ア
で
生

活
す
る
の
は
無
理
じ
ゃ
な
い
？
　
日
本
の
ほ
う

が
い
い
よ
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
笑
い
ま
す
。

今
年
の
天
神
祭
で
は
、
兵
庫
県
立
大
学
の
留
学

生
の
み
な
さ
ん
を
連
れ
て
、
鳳
講
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
天
神
祭
に
参
加
す
る
と
い
う
貴
重
な

経
験
は
、
学
生
さ
ん
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
タ
マ
シ
さ
ん
の
直
近
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

は
、「
天
神
祭
を
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
連
れ
て
い

く
！
」
こ
と
。
こ
の
11
月
４
・
５
日
、
ル
ー
マ

ニ
ア
で
は
「
日
本
文
化
の
日
」
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
に
天
神
祭
を
登
場
さ
せ
る
の
で
す
。
子
ど

も
神
輿
と
天
神
講
の
獅
子
舞
、
地
車
講
の
龍
踊

り
、
権
禰
宜
と
宮
司
さ
ん
も
併
せ
て
23
人
も
の

人
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
渡
り
、
天
神
祭
を
再
現
す

る
の
だ
と
か
。
タ
マ
シ
さ
ん
と
天
神
祭
の
出
合

い
が
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
機
会
が
訪
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
は
!?
　
ぜ
ひ
土
産
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
タ
マ
シ
さ
ん
の
夢
を
お
聞
き
し
ま
し
ょ

う
。

「
天
神
祭
に
つ
い
て
英
語
の
本
を
書
き
た
い
。
ま

だ
誰
も
出
し
て
な
い
で
す
か
ら
！
」。

（
終
）

つ
ひ
ま
ぶ
前
号
『
天
満
の
手
し
ご
と
号
』
で
、
池

田
畳
工
業
所
を
紹
介
し
て
い
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。

池
田
畳
工
業
所
７
代
目
の
池
田
和
夫
さ
ん
は
、
リ

ア
ル
え
べ
っ
さ
ん
!?
と
し
て
、
北
区
で
は
知
る
人

ぞ
知
る
人
物
な
の
で
す
が
、
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た

池
田
さ
ん
の
横
に
は
、
外
国
人
の
女
性
が
寄
り

添
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
は
誰…

？
　
気
に
な
り
ま

す
よ
ね
？
　
気
に
な
り
過
ぎ
ま
す
よ
ね
？

聞
け
ば
、
彼
女
は
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
文
化
人
類

学
者
タ
マ
シ
・
カ
ル
メ
ン
さ
ん
。
天
神
祭
を
は
じ

め
と
し
た
日
本
の
祭
り
や
儀
礼
な
ど
を
研
究
す
る

兵
庫
県
立
大
学
国
際
商
経
学
部
の
教
授
！

一
体
、
ど
ん
な
経
緯
で
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
日
本
へ

や
っ
て
来
て
、
天
神
祭
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
？

タ
マ
シ
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
７
９
年

（
昭
和
54
年
）。
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
チ
ャ

ウ
シ
ェ
ス
ク
の
独
裁
国
家
で
、
社
会
主
義
の
国

で
し
た
。
娯
楽
は
少
な
く
、
音
楽
を
聞
く
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
も
身
近
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
は
あ
っ
て

も
番
組
は
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
程
度
で
、
海
外
の
こ

と
を
知
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
こ
と

は
知
っ
て
い
て
も
、
地
図
上
の
こ
と
だ
け
。

そ
ん
な
な
か
、
タ
マ
シ
さ
ん
が
初
め
て
日
本
を

意
識
し
た
の
は
９
歳
の
こ
ろ
。
ル
ー
マ
ニ
ア
人

が
つ
く
っ
た
日
本
の
写
真
集
を
、
近
所
に
住
む

祖
母
の
友
人
の
家
で
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
写
真
集
に
写
し
出
さ
れ
た
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に

引
か
れ
た
ん
で
す
」
と
タ
マ
シ
さ
ん
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
』
と
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
た

写
真
集
の
表
紙
は
、
茶
道
を
た
し
な
む
女
性
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
日
本
ら
し
い
寺
社
仏
閣
は

も
ち
ろ
ん
、
電
車
や
制
服
を
着
た
小
学
生
な
ど

日
本
の
日
常
の
風
景
も
た
く
さ
ん
写
し
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
想
像
も
付
か
な
い
世
界
に
心
を

奪
わ
れ
た
タ
マ
シ
さ
ん
。「
私
は
絶
対
に
日
本
に

行
く
！
」。
そ
の
と
き
〝
決
め
た
〞
そ
う
で
す
。

そ
の
写
真
集
が
ど
う
し
て
も
欲
し
い
と
ね
だ
り

ま
す
が
、
当
時
は
大
変
貴
重
な
も
の
。
な
か
な

か
譲
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
は

お
父
さ
ん
が
20
リ
ッ
ト
ル
の
ワ
イ
ン
と
交
換
し

て
手
に
入
れ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
タ
マ
シ
さ

ん
の
実
家
で
は
、
祖
父
母
が
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
っ
て
！

日
本
に
行
く
！
　
そ
う
決
め
た
タ
マ
シ
さ
ん
は
、

ま
ず
は
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
考
え
ま
す
。

当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
と
す
べ
て
４
年
制
で
、
高
校
へ
進
学
す
る

際
に
は
、
大
学
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ル
ー
マ
ニ
ア
で
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
は
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
だ
け
で
、
日
本
語
学
科

の
定
員
は
な
ん
と
、
た
っ
た
の
10
人
！
　
競
争

率
は
12
倍
を
超
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

日
本
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
大
学
を
受
験
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
１
つ
の
大
学
・
１
つ
の
学

科
し
か
受
験
で
き
な
い
一
発
勝
負
。
し
か
も
テ

ス
ト
で
は
、
最
低
で
も
92
点
を
取
ら
な
い
と
い

け
な
か
っ
た
の
だ
と
か
。

そ
ん
な
難
関
を
突
破
し
て
、
見
事
ブ
カ
レ
ス
ト

大
学
日
本
語
学
科
で
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
タ
マ
シ
さ
ん
の
次
に
か
な
え
る
夢
は
つ

い
に
、「
日
本
に
行
く
！
」
で
す
。

日
本
で
初
め
て
訪
れ
た
地
は
、
奈
良
で
し
た
。

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
に
留
学
生
と
し
て

来
日
し
、
１
年
間
を
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。
ブ

カ
レ
ス
ト
大
学
が
提
携
し
て
い
た
留
学
先
は
、

学
習
院
大
学
と
奈
良
教
育
大
学
の
２
つ
。
日
本

の
古
い
文
化
が
好
き
だ
っ
た
タ
マ
シ
さ
ん
は
、

奈
良
教
育
大
学
を
選
び
ま
し
た
。

「
奈
良
に
来
て
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
シ
カ
が
い

た
こ
と
！
」
と
タ
マ
シ
さ
ん
。
ル
ー
マ
ニ
ア
に

は
、「
シ
カ
の
よ
う
に
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
表

現
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
シ
カ
は
恥

ず
か
し
が
り
屋
で
、
人
に
気
付
く
と
す
ぐ
に
逃

げ
て
し
ま
う
た
め
、
見
掛
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
シ
カ
が
、
目
の
前
に

た
く
さ
ん
い
て
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
を
歩
き
、
寝
そ

べ
り
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
自
ら
人
間
に
食

べ
物
を
求
め
て
寄
っ
て
く
る
奈
良
の
日
常
は
、

確
か
に
驚
く
べ
き
光
景
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

１
年
間
の
留
学
生
活
を
終
え
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に

帰
国
さ
れ
た
タ
マ
シ
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４

年
（
平
成
16
年
）
４
月
、
再
び
来
日
し
ま
す
。

今
度
は
大
阪
外
国
語
大
学
（
現
在
は
大
阪
大
学

に
統
合
）
の
大
学
院
生
と
し
て
で
し
た
。

日
本
で
の
好
き
な
食
べ
物
は
、
ち
ょ
っ
と
意
外

な
こ
と
に
、「
洋
食
、
ピ
ラ
フ
が
お
い
し
か
っ

た
！
」。

私
た
ち
日
本
人
に
な
じ
み
の
な
い
ル
ー
マ
ニ
ア

料
理
は
、
ト
ル
コ
料
理
に
近
い
そ
う
。「
野
菜
と

肉
の
煮
込
み
料
理
。
そ
し
て
、
チ
ー
ズ
が
多
く

使
わ
れ
ま
す
」。

西
洋
の
人
が
日
本
に
来
て
、
困
る
の
は
、
や
は

り
箸
。
店
で
丼
を
食
べ
る
と
き
に
フ
ォ
ー
ク
を

お
願
い
す
る
と
、
出
て
き
た
の
は
デ
ザ
ー
ト
用

の
小
さ
な
フ
ォ
ー
ク…

。
日
本
で
暮
ら
す
な
ら

箸
の
使
い
方
を
学
ぶ
べ
き
だ
な
と
思
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
箸
で
食
べ
る
こ
と
に
挑
戦
。
き

れ
い
に
使
え
る
よ
う
練
習
し
た
そ
う
で
す
。

「
日
本
は
、
私
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
日
本
人
っ
ぽ
い
ん
で
す
」

と
タ
マ
シ
さ
ん
。
な
ん
で
も
き
っ
ち
り
し
て
い

な
い
と
気
持
ち
悪
い
そ
う
で
す
。
時
間
も
き
っ

ち
り
が
い
い
。「
な
る
ほ
ど
、
電
車
が
き
っ
ち
り

来
る
と
か
、
日
本
な
ら
で
は
っ
て
聞
き
ま
す
も

ん
ね…

」
と
言
う
と
、「
ダ
メ
よ
！
　
Ｊ
Ｒ
神
戸

線
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遅
れ
る
ん
だ
か
ら
！
」

と
、
関
西
人
か
!?
と
思
う
返
し
が
来
る
ほ
ど
、

日
本
に
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
現
在
の
タ
マ
シ
さ
ん
は
、
兵
庫
県
立
大

学
国
際
商
経
学
部
の
教
授
。
文
化
人
類
学
が
専

門
で
す
が
、
国
際
商
経
学
と
文
化
人
類
学
、
ど

う
結
び
付
く
の
で
し
ょ
う
か
？

１
つ
に
は
、
留
学
生
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

国
際
商
経
学
部
で
は
、
２
０
１
９
年
（
平
成
31

年
）
か
ら
日
本
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
て
、
毎
年
約
30
人
の
留
学
生
が
世
界
各
国
か

ら
入
学
し
て
く
る
そ
う
で
す
。
そ
の
留
学
生
た

ち
に
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
を
教
え
る
の
が
、

タ
マ
シ
さ
ん
の
仕
事
で
す
。

も
う
１
つ
は
、
日
本
人
の
学
生
に
日
本
の
文
化

を
教
え
る
こ
と
で
す
。「
日
本
の
文
化
を
知
る
こ

と
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
」
と

タ
マ
シ
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
国
に
つ
い
て
語
れ
る
こ
と
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
社
会
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
す
が
、
日

本
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
日
本
人
は
少
な
い
と

感
じ
る
そ
う
で
す
。
あ
た
り
ま
え
に
生
き
て
い

る
と
、
特
別
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
も
の

な
の
で
し
ょ
う
ね
。「
私
の
授
業
を
選
択
す
る
日

本
人
学
生
も
多
い
で
す
よ
。
日
本
の
文
化
は

知
っ
て
い
る
し
、
簡
単
だ
と
思
っ
て
選
択
す
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
意
外
と
難
し
い
よ

う
で
す
。
自
分
の
国
の
文
化
に
つ
い
て
、
じ
つ

は
深
く
考
え
た
こ
と
が
な
い
学
生
も
多
い
で
す
」

と
タ
マ
シ
さ
ん
。

タ
マ
シ
さ
ん
は
、
日
本
の
文
化
の
な
か
で
も
特

に
、
天
神
祭
に
つ
い
て
深
く
研
究
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

研
究
を
は
じ
め
る
前
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17

年
）
に
は
天
神
祭
の
船
渡
御
の
船
に
乗
っ
て
い

写
真
集
で
見
た
日
本
に
魅
せ
ら
れ
て

た
っ
た
10
人
の
難
関
突
破

初
め
て
の
日
本

日
本
文
化
を
教
え
る

天
神
祭
を
ル
ー
マ
ニ
ア
に
連
れ
て
い
く
!?

天
神
祭
を
研
究
す
る

彼
女
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